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円
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す
成
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そ
の
ひ
〆
つ
で
L

め

内
出
場
に
は
、

間
和
十
～
一
み
が
？
！
？
一
J

時
代
に
介
湾
キ
印
わ
て
記
念
情

出
帆
〕
た
？
〆
伝
え
ら
れ
る

rL主
な
カ
ン
ェ
マ
ル
の
ボ

が
あ
る
一
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こ
の
h

は
成
山
明
大
学
仁
と
）
仁
ン
L
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
ふ
だ

け
で
人
ゆ
く
、
ム
コ
汚
の
有
名
企
業
体
・
書
案
ゲ
ル
ー
プ
が
U

フ、
i
Lア
こ
工
、
決
吊
し
て
い
ム
引
っ
わ
た

L
の
こ
の
州
北
は
、
こ
の
「
J

事
な

大
肢
を
俗
に
が
植
え
と
事
長
十

ぞ
れ
に
ま
つ
わ
る
事
月
十

の
う
え
ご
確
認
し
て
み
た
い

2
Vつ
単
純
も
討
模
小
ら
始
ま
つ
L
J
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研
究
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唯
め
て
い
く
守
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思
は
－
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k
fだ
っ
と
栴
守
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一
九

一一へ
t
人

1

二
一
午
に
お
こ
な
勺
よ
れ
」
台
ば
ノ
イ
啓
当
、

FH停
）
と

同
け
ば
れ
ど
山
ぺ
れ
は
本
の
同
日
本
仏
引
の
持
制
限
を
共
象
的
に
一
不
；
す
も
の
で
あ
る
と
弘
旬
、
λ
る
よ
う
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な
っ
た
じ
半
杭
は
そ
の
訓
内
の
小
山
邦
出
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問
題
の
所
有
レ
一
先
行
研
究

研究ノ

が
9

汁
A
h
に
／
「
政
川
）
一
と
当
時
の

（一原

1
身
は
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「
内
出
延
長
ド
エ
義

原
敬
内
閣

む
と
づ
く
渦
送
拐
な
日
本
化
が
陸
送
さ
れ
て
い
れ
一
時
切
だ
っ
た

υ

日
健
治
郎
川
で
、
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刊
に
死
ム
ム
」

の
d
z
T
4

・
凶
ぺ
引
皮
改

hve
教
λ

ムロヘ
γ
乃
改
止
に
よ
ゐ

内
地
人
レ
ー
本
島
人
の
大
学
・
商
法
お
よ
び
比
法
の
部
の
台
湾
で
の
宍
捻
＆
ど
は
そ
の
は

J

ハ
体
化
ょ
っ
た
に
子
つ
し
た
花
策
が
進
行
す
る

一↓刀ご、

日
か
わ
ら
ず
山
岳
地
市
で
は
先
注
民
波
川
ム
百
人
ん
切
な
式
美
反
乱
を
辺
し
て
お
り
、

ま
れ
一
切
日
以
識
人
在
中
一
三
一
台
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川
来
会
設

豆
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問
引
戸
、
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引

が

九
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ノ＼ハ

〉 仁

方 出
た
む
は
子
つ
し
た
動
作
い
強
い
同
一
〕
を
も
ん
つ
つ
、

ー
一
期
次
敦
化
九
日
JA入
、
～
陪

引
会
計
川
市
港
？
と
羊
別
、

凶
杭
い
村
市
ー
を
ム
「
～
占
の
社
会
的
引
阿
部
に
一
段
波
さ
せ
る
べ
く
崎
山

J

し
て
L
た

二
、
つ
〕
ム
ド
～
川
川
山
太
一
ι
月比一
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ト
ド
ヰ
中
、
一
；
す
る
仲
良
白
山
川
と
川
本
の
統
治
L
リ

i
k
が
ー

相
川
い
川
仁
？
な
ど
の
よ
う
い
一
川
出
レ
ょ
う
と

こ
の
同
駐
に
つ
一
い
て
は
す
ー
λ
い
法
林

J
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に
よ
る
ム
後
れ
た
分
析
が
ん
っ
て
す
る
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J
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一
ヤ
為
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く
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U
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在
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認
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川
す
る
秩
序
の
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一
混
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川
ー
の
恵
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を
分
配
す
る
日
引
の
｛
忠
告
↓
」
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凶
以
が
戦
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す
べ
き
f

E
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司
の
沼
徳
」
の
休
ハ
ヨ
主

叫
怖
を
秩
示
日
続
化
の
象
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的
打
出
向
こ
初
解

L
て
い
る
〈
一
百
い
か
え
れ
ば
、
皇
太
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－
の
一
日
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一
を
氾
え
た
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・
い
相
判
所
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剖
立
は
塑
な
ふ
印

言」、
壁
一
を
1

引
手
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
医
絞
化
さ
れ
γ
三
一
こ
い
な
る
「
迦
ん
、
ノ
イ
爪
け
を
父
け
る
側
で
は
、
事
前
に
そ
の
雫
問
を
捺
印
さ

れ
る
に
ふ
弐
わ
し
い
秩
芋
い
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き
る
だ
け
改
変
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保
し
、
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々
芽
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快
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に
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つ
よ
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つ
に
叫
岱
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、
心
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＼
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市
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が
あ
る
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皇
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札
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ー
恒
人
体
一
の
山
司
法
に
そ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
結
附
さ
れ
た
草
山
に
山
現

1
、
そ
の
秩
序
や
退
治
を
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な
も
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と
し
て
不
必
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、
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権
域
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品
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叩
一
以
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で
あ
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併
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あ
る
に

天
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の
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事
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し
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／
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さ
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星
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半
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了
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存
在
を
人
々
に

「
戸
川
覚
的
に
よ
内
市
さ
せ
る
こ
と
を
泊
二
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叶
叶
r
A
F
町

〆

人

J

旦

太
了
を
「
史
る
一
こ
と
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、
そ
の
ロ
モ
j
か
ら
「

I
ら
れ
る
一
？
と
に
よ
る
品
川
訂
作
怜
却
や
秩
序
化
の
知
人
被
を
重
視

J

た
け
J

で
、
若
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と
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は
宍
治
し
た
い
し
L

方
を
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い
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し
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え
る
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↓
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う
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円
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判
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だ
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h 仁
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に
心
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し
ら
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が
ち
て
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木
尚
で
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わ
た
し
の
続
出
d

は
ふ
た
り
の
い
い
行
研
光
一
枚
っ
た
も
の
ぜ
あ
る
－

皇
太
了
の
刊
啓
で
総
官
庁
が
ね
ら
～
一
て
い
た
の
は
、

人
々
が
口
太
「
を
一
見
zこ

p

）と、

で
し
て
か
れ
ら
が
雫
太
了
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
を
寺
山
活
日
せ
る
よ
と
だ

J

た

う
J

よ
り
同
f
f
h
A

子
手
一
見
た
と
、
〉

j

経
験
、

あ
る
L
1
h
太
「
に
よ
ハ
マ
U
刊
で
も
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一
リ
っ
た
と
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に
よ
っ
て
、
辺
境
い
町
引
い
ι

寸
る
ノ
つ
一
日

υ
4人
に
川
市

悶
巨
い
比
し
y

て
の
lω

誌
を
再
確
認
え
ぜ
、
ま
た
九
「
法
九
に
司
不
へ
と
し
て
の
コ
山
刊
誌
か
旧
似
つ
か
せ
る
こ
ト
ど
を
足
図
し
た
P

H

枕
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出
一
一
リ

L

丈
4
つ
は
そ
の
ん
／
め
の
程
々
の
一
夫
J

ケ
人
」

石
川
の
訪
欧
一
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大
施
さ
れ
た

μ
到
写
真
の
顕
彰
に
公
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そ
の
ひ
と
つ
て

ιJ

す
で
」

る
十
六
阪
毎
九
割
山
引
は
活
動
写
十
月
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ム
口
約
に

／
に
お
り

法
隆
l
叫
怖
か
一
り
台
北
で
の
特
別
塩
川
汚
に
ご
忠
之
店
内
邸
到
b

でま－
J

の
党
ι
一
を
帰

P
J人
J

所；↑早よ；・0)"1湾f了伴

の
「
甘
ん
を
百
笠
一
や
で
日
円
相
川
口
下
一
七
向
い
の
影
像
と
と
も
に
、
主
日
の
夜
に
は
む
化
新
公
司

の
音
楽
川
一
で
公
開
依
映
さ
れ
、

3
Lり
い
そ
の
事
ロ
い
に
は
恭
同
れ
て
も
映
臼
ム

A
F
克
施
也
、
札
p
f

（
同
紙
凶
一
1
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じ
お
E
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そ
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影
像
は
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u

？
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ー
？
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2
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川
在
行
え
が
昨
按
早
ト
久
f
L
T
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h
J

？と

皇
太
f
か
ら
「
J

ら
れ

あ
る
い
は
「
兄
ら
れ
と

ーとい、っ

る
川
吊
古
川
に
い
れ
／
ご
と
戸
一
け
を
亘
叫
す
ん
叩
の
で
は
な
い

p

汁
湾
と
い
、
？
場
所
に
旦
ー
っ
十
が

P

一一
J

一、

1
1
；
l
t
 

υ
、
仏
市
に
は
内
十
ん
子
が

乗
っ
た
羽
市
ゃ
い
｛
動
申
一
戸
治
述
の
よ
う
に
叶
占
つ
よ
う
一
ア
し
叉
芦
れ
ご
し
た
）
を
見
た
り
、
あ
る
い
は
ノ
ヤ
h
を
収
殺
で
位
認

L
、
場
企
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に
よ
っ
て
は
ふ
の
こ
こ
会
伝
聞
し
た
こ
三
も
ま
土
、

か
れ
ら
に
こ
っ
て
重
姿
な
符
験
だ
っ
コ
c

研究ノ

裕
仁
が
行
せ
L

J

て
一
団
？
に
の
は

vr舟
f

市
だ
け
だ
が
、
廿
最
小
隆
一
勺
裕
J

r

を
た
ろ
し
た
不
拡
二
一
住
7
一
は
東
海
岸
を
川
っ
て
背
吋
昨
で
俗
J
A
J
J
τ

待
つ

L
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湾
口
い
戸
新
報
』
は
「
／
七
件
を
仰
く
二
7

一
が
出
来
な
か
ぺ
允
花
筆
、
台
東
の
地
十
円
一
巨
人
に
せ
め

九
人
、
そ
の
事
訂
を

品ーハ
F

洋
艦

の
主
え
と
る
秘
主
J
～
げ
に
で
も
叫
す
見
が
し
め
、

u
一
切
な
ゐ
心
日
出
え
γ

慰
め
て
、
炉
、
れ
と
の
も
県
内
尽
に
ド
ゃ
く
も
の
と
、
川
一
能
る
士
げ
p

間
岸
川
く
を

坑
一
＋
す
る
一

1

況
は
い
し
だ

1
4
1

一
；
一
：
！

l
J

統
治
J

リ
ト
た
九
の
告
肢
は
、

「

U
Y
た一

あ
る
い
は
ー
児
ら
れ
た

士
山
、
〕
d

九
十
ム
山
へ
こ

J
l
v
J
J小

E

U

四
月

九
じ
μiリ
）

U

上
J

て
、
一
山
川
田
尚
？
凡
と
し
て

r

－
L

ヲ一一、

さ
j
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ー
と

人
々
ト
実
感
さ
せ
る
こ
と
だ
コ
た

7

J

Y

J

T

J

テ
ノ
形
成
に
慌
士
屯
し
て
チ
ャ

1
ル
ス
・
一
フ
J

一プ
1
M’

使
っ
た
一
重
山
r
な
他
者
に
よ
る
認
知
と
し
う
奴
念
ふ
A
Q

山
出
に
お
し
て
い
る

こ
こ
じ
わ
た
し
が
ー
認
知
」
と
い
う
一
百
設
を
使
づ
汗
の
は
、

ア
J

一
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
々
的
ア
J

！
デ
ン
テ
イ
チ
イ
N
b

式
一
は
ワ
ね
仁
一
独
｜
的
E
C
H
μ
C］

C
右
と
で
立
な
く
一
対
必
的

つ
ま
り
人
は
い
h

分
が
何
者
で
あ
る
か
を
認
識

で
あ
る
ハ

Y

J

、
社
公
や
集
日
に
お
い
て
亡
三
一
｛
の
J
3

味
を
位
認
す
る
に
は
、
求
内
丸
な
他
v
f
パ
に
よ
、
て
一
J
凶め
J

れ
る

p
f
c古
三
三
区
長
が
あ

る
と
い
う
」

U

い
か
え
れ
ば
、
円
安
な
佐
守
が
ー
と
い
う
ん
汀
在
を
認
め
、

U
U
の
も
の
と
は
買
な
る
八
の
J
Z

味
か
認
知
（
コ

2
恒
三
ξ
ヲ

｝

J

、
そ
れ
が
l
p

目
的
右
い
置
を
確
認
し
て
く
れ
る
こ
こ
に
ぶ
つ
て
初
め
て
A
は
口
I

〕の

7
ィ
デ
ン
一
ブ
ノ
一
ワ
ノ
を
呼
子

J

、
白
川
己
の
尊
厳

を
帥
世
保
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
一

J

道
路
・
広
場
‘

vt
致
問
な
ど
に
ル
店
主
コ
九
一
民
排
水
H
r
F
丹
丸
を
J

ふ
）
、
苔
九
万
代
を
歌
い
、
ん
歳
を
叫
ぶ
姿
は
、
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ム
置
の
行
主
山

し
ば
し
ば
目
撃
さ
れ
と
u

防
止
六
史
は
心
中
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の
斗
で

旦

X
F
の
舌
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戸
主
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に
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速
し
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「
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c
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1
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長
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ゴ〉
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U
L
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J
灼
日
じ
た
め
の
象
徴
と
し
し

君
が
代

F

打
湾
γ
イ
い
民
一
同
に
つ
い
て
も
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E
J
1
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場
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し
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し
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台
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わ
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じ
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感
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あ
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、
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ン
ト
を
ず
か
す
ム
汁
ム
仰
い
人
は
子
ド
ム

f
／

1

中南凶
L

を
怒
と
る
に
は
限
思
い
状
記
U

だ
っ
f
ト
引
：
つ
で
あ
る

r

い
か
れ
、
つ
は

コム山ノ
f

ハ
同
一
只
な
人

な
他
犬
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が
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一
介
人
J
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と
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宇
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司
に
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〈
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ー
こ

場
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に
」
か
つ
て
は
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の
亙
司
じ
小
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を
採
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あ
る
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は
ぞ
m
存
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を
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説
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な
か
ら
泰
J
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批
を
歌
い
、
あ
る
い
は
そ
の
ま
な
ざ
し
を
宝
く
に
感
じ
な
が
ら
演
芸
や
逆
説
校
江
を

L
だ
d

こ
の
よ
っ
な
詳
山
軌
を
、
広

烹
あ
る
い
は
山
山
川
、
に
も
つ
こ
と
に
そ
っ
亡
、
引
制
汁
も
ま
た

1

市
川
凶
位
民

丹
一
部
と
し
と
認
知
ぶ
れ
た
と
の
成
也
、
見
を
人
々
が
b
つ
土
、
っ

認
知
一
の
感
究
は
一
内
地
八
一
一
本
島
八
一
一
生
諒
一
な
と

に
な
る
こ
と
を
、
総
貸
出
川
の
L
川

I
ー
た
ち
は
忠
一
伏
し
七

U

む
ろ
ん
そ
の

一つご

の
区
別
に
よ
っ
て
ん
き
な
迷
い
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
あ
る
者
は
そ
れ
に
帰
依
L
、
仰
の
者
は
物
珍
し
い
け
川
川
作
物
と
し
て
浅
戸
、
し
、
あ
る

い
は
文
明
と
威
厳
を
、

均
台
に
よ
円
て
は
…
t
れ
日
一
時
、
つ
川
W
Aし
rふ
疎
な
形
式
を
感
じ
取
っ
た
だ
ろ
、
っ
l
L
山口後
F
3
る

し
か

L
子
、
っ
し

た
こ
と
を
地
じ
て
、
一
回
仙
Lr
一
枠
バ
心
中
心
的
存
／
が
山
首
し
と
こ
と
で
、

僻
ぬ
に
隔
ぃ
1
L
た
か
れ
h

ゾ
も
訟
知
さ
れ
た
と
、

総
雪
山
は

人
々
に
納
得
さ
Lr
二f
J
U

〉
た
の
で
あ
る
つ

行
一
一
実
現
ま
？

1 

む
湾
総
収
？
刀
健
治
郎

川

m
健
治
郎

八
五
五
一
九
一
一
コ
）

明
治
一
／
J
4

代中
1
1

ゴ
：
か
ら
Y
T
y
r
J
て
近
信
巾
白
河
川
非
の
J
h

は
た
〈
々
々
J
L
L
け
の
代
待
孜
治
家

ε、

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

僚
と
〆
て
同
町
品
川
JYL
拐
し
f
～
第
二
次
作
総
内
閣
て
沿
r
一
口
封
郵
務
同
長
、
地
一
次
J

笠
原
内
閣
で
冶
宅
次
也
実
辺
信
省
鉄
道
局
長
、
第
刊
次

伊
擦
れ
叶
河
で
時
川
一
倍
以
包
総
務
長
寸
い

を
涯
併
し
れ
ん
の
伊
＋
砕
い
竹
川
淵
制
攻
後

民
友
人
以

／

rA広
大
記
は
星
字
、

か
ら
立
一
一
川
時
し
当
辺
、

l
i
；
：
、

4
1
J手
［

R
L刀

そ
の
殺
伊
藤
と
と
も
に
政
丸
会
を
離
れ
、
ペ
υ
一
年
内
総
選
挙
に
は

叩
ム
ハ
～
｛
J

ι十
ハ
ノ

ペ

／

J

つ
六
年
に
は
立
政
院
議
員
と
な
り
、

午
に
栓
f

ん
w
U
M
r
新
政
党
結
成
を
全

ウ
候
純
せ
す

活
抗
告
総
務
r
A『

J
bペ
ヨ
に
仮
帰

L
たー

川
へ
し
亡
、

川
に
飢
J
V

委
員
と
し
て
の
参
加
判
官
求
め
た
カ
匪
辞
し
た
〈

J
民
的
関
川
で
は
並
－
い
L

八
院
を
読
め
、
派
内
院
の
成
立
役
、
町
布
総

阪人；L吊J02 Cs 2cc,', 1291 2υ：：L 3 J 



相店、
r
p
h
B人
ハ
）
で

一
ん
一
品
年
。
円
に
台
出
総
皆
に
4

就
任
し
た

そ
し
て

μ
〈
ア
符
民
也
ず
内
閣
戊
げ
で
良
拘
務
大
百
一
に
転
任
す
る
し
ま
－
J

研究ノ

の
約
刈
寺
山
司
、
紘
一
皆
と
し
て
台
湾
統
治
に
た
さ
な
さ
恥
を
残
〕
た
J

一
日
ハ

刊
と
台
汚
占
の
関
係
は
、

。Jム

。
ヘ
司
、
た
怪
打
約
の
合
内
縦
川
貝
鉄
長
刑
判
通
式
で
初
め

t
訪
p

押
し
た
だ
け
一
じ
、

と
く
に
制
民
地
竹
政
い
持

L
か
っ
た
わ
け
と
は
な

I
U
H

’コーャ｝
0

1
マ

1

ワパ川円収口いい
J
U

い
よ
る
と
、
域
以
前
川
紅
白
の
な
れ
冗
次
郊
の
死
土

c、
冷
壬
字
文
や
じ
に
す
べ
く

じ
い
月
七
巳
」

）
斗
－
柑
の
内
引
を
符
ょ
う
と
し
た
し
相
川

i

佐
川
と
一
行
法
の
経
笥
は
当
初
は
式
ー
と
さ
れ
て
い
た
が
、

大
口
へ
年

出

ム
店
内
問
は
九
九
々
1
八

け
の
｛
門
パ
杭
改
市
ぺ
し
ょ
官
の
任
川
や
」
川
崎
恥
に
し
一
に
し
た

候
怖
の
川
に
刻

L
て
川
間
巾
が
れ
が
此
だ
っ
た
の
一
℃
、

郎
の
ち
を

’ 

H
際
m
y

ご
川
小
の
内
諾
を
也
円
九
～

が
J4
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と

し
か
し
ノ
て
の
絞
、

出
中
リ
v
h
t
J
V
に
は

司
鮮

ω古川己い
Z
々
な
と
の

し
一戸、

ト
ド
仁
王
伝
情
ょ
す
る
こ
と
に
阿
告
し
人
J

J

O

L

将
い
一
郎
は
有
川
闘
の
義
嗣
子
で

こ
の
ム
い

f
J「
戸
、
朝
佐
川
総
い
山
田
山
政
務
総
院
だ
〆
J

h

、

羽
信
で
は
大
規
模
な
独
守
運
動
が
起
こ
ハ
て
お
り
、
ぺ
け
ザ

れ
る
事
件
が
あ
っ
た
ば
わ
り
な
の
で
、
－
R
ド

同
還
が
ん
？
一

J
Q
一し
J
を
断
念
v

J

七
の
だ
ろ
よ

町
山
が
叶
に
’
H
刊
の
夫
会
げ
て
た
開
閉
の
ひ
こ
つ
は
、

九い湾－
m
J杓
］
川
一
時
代
に
山
門
治
山
知
山
治
的
ド
勺
引
に
つ
い
て
日
午
品
川
間
な
一
［
厄
貯
が
致

L
C

い
え

F

レ
だ
ろ
う
、
）
什
湾
事
務
同
は
台
汚
統
治
の
方
針
を
陣
立
す
る
一
と
を
行
務
こ
L
C
い
た
が
、
ぷ
試
時
五
叩
で
ん
引
告
を
武
J

口
に
す
る

か
丈
｛
口
一
し
す
る
か
が

7
わ
れ
た
。
こ
の
？
と
主
一
外
接
出
通
商
同
長
と
し
て
川
じ
く
委
見
ド
な
コ
て
い
た
胤
敬
な
r

二べ

円
た
。
原
カ
田
を
折
白
わ
し
た
も
う

刊
が
と
も
に
f

〆
J
h

つ
の
仇
疋
約
な
4
d
山間は、

川
何
が
桂
・
ウ
均
e

山
町
耕
一
ブ
イ
／

ムア
a

F

U

山
汁
は
づ
で
に
死
土
）

ト
泣
か
ハ
ト
一
二
レ
ー
だ
っ
た
と
想
除
さ
れ
る
じ
ム
U
汚
松
山
AH
は
時
市
内
指
定
ポ
ス
ト
の
よ
う
よ
ぶ
コ
て
い
た

初
代
総

昔
の
津
嶋
資
川
町
い
の
み
海
r
中）

総
川
河
に
よ
五
を
任
命
す
ノ
ご
は
山
黙
の
一
日
解
が
必
要
F
一
っ
と
の

C
あ
7
h
M
U

っと、
乙
↑

ー、、目、－
nv

析
が
あ
る
と
、

川
以
は
ず
ぐ
に
H
U
w
附
を
訪
れ
て
で
の
ヨ
ム
Y
U午
、
他
託
し
た
〈

山
際
い
は
す
で
に
凶
川
小
陸
花
を
介
し
て
一
十
叫
が
ぽ
じ
て
お
り
、

" Jじ
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山
燃
の
本
訟
を
mr
て、

大
正
八
年
ひ
一
月
一
一
八

H

百
は
受
諾
の
返
穴
け
を
し
F
一
h
u？
j
戸い

一

1
一
口

品
初
の
士
官
紘
一
何
？
田
の
点
任
期
吋
は
九
一
九
年
か
ら
叫
年
坊
で

ヴ
ム
ず

L
も
長
い
L

は
い
え
な
い

ー
パ
二
＝
ぷ
小
川
付
、
判d

へ
之
舶
だ
っ
た
羽
一
政
甲
小
F
A

子
裕
「
一
に
よ
る
ム
週
間
認
の
ム
！
湾
ノ
仁
成
円
が
実
む
〕
た

r、
そ
の
凶
カ
月
ph
引いのもノ戸
j
d
初
め
仁
成
立

7
に
弘
次
山

本

J

寸
矧
い
入
潤
が
：
冷
ま
ワ
亡
、

山
は
u口
突
い
総
百
芽
辞
白

L
た
。
日
は
総
村
口
在
住
小
、
主
に
丹
念
仁
台
湾
人
丁
全
戸
流
し
、

精
力
的
に
制
皮
改
中
を
ゼ
）
な
っ
た
が
、
円
ム
子
λ

千
爪
け
は
あ
た
か
も
そ

一
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を

7
スセ

川
が
総
守
川
に
羽
川
け
iILLH｝
の
は

の
行
列
で
、
へ
什
化
釈
に
着
く
J
、
総
済
川
一
J
寸

日
だ
っ
と

η

月

史
、
陸
海
軍
人
、
外
向
い
治
卓
、
淑
立
な
と
が
山
迎
え
た
在
一
六
皇
官
官
の

枇

γ刑
い
か
同
校
を
叫
さ
附
す
る
も
旬
、
J
＼

民
草
に
来
っ
て
官
邸
ま
一
ピ
行
注
し
た
…
三
一
一
は
総
収
自
慢
列
一
第

と
河
川
ば
れ
た
も
の
だ
レ
い
つ
－

釈
か
ら
｛
邸
ま
ご
の
同
制
は
、

f，、、
一
.¥' ；工、

各
町
内
、
川
十
校
宇
佐
・

ω悼
平
仁
一
・
主
口
ム
一
町
内
な
ど
の
数
辿
れ
ア
7
で
1
l
y
J
ん
Y
刺
市
山
が
な
か

J
J

たへ

ド
ト
は
そ
の
日
の
円
＝
L
H
t
以
下
の
よ
う
な
感
芯

L
d
r
l】

J

A

｝

I
J

＝口、
1
1
7

此
、
儀
礼
／
A
F川口
H

段
、
治
如
ー
に
代
ノ
～

i
供
〈
荒
川
い
」
代
軍
人
的
』
昔
、
常
時
中
憤
行
、
大
文
成
氏
、

h
H
ぺ
M
b
r

…
陀
之
い
民
、
亦
不
慢
に

之
方
便
引
］
」
？
？
今
え
阪
市
吉
マ
川
比
日
間
続

六
三
八
年

一口川一

同
戸
川
ド
ト
ー
パ
ワ
「
l

、
小
計
7

付中山、

日

一
八
ム
！
入
行
列
で
白
山
神
引
に
ム
缶
詰
し
た
c

ム
口
約
拘
引
の
け
例
仰
が
ば
二
ヘ
ゴ
士
、

は
は
ん
仕
合
時
げ
は
必
ず
依
列
を
つ
く
っ
て
参
年
一
L
f

）

「
白
品
川
パ
と
ど
口
氏
一
の
よ
う
な
打
列
キ
げ
1V
出
す
る
必
要
が
あ
7
2
1

川
m
は
山
町
、
じ
、
い
た
の
で
あ
る
ラ

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

刃5オ

山
；止
第

に
よ
る

f
列
と
絵
皆
昨
日
ド
初
日
け
し
九
三
訊
主
で
統
治
の
原
川
一
い
つ
い
↑
工
訓
示
レ
た
。
そ
れ
？
川
川
端
的
に

じ

ハ
吋
均
三
じ
氏
、
一
誌
に
コ
い
ど
述
べ
た
も
の
で

ノ円
J

に
は
史
仏
…
明
以
UJ
レ
は
哨
凡
な
っ
て
帝
国
憲
法
カ
適
用
さ
れ
ふ
ほ
川
一
で
あ
る
こ
y

要が
九ミ 'J  

あし
むむ
しホ

え人
い が
たよl
も 誠
v) ," 

H 義
つ務
た1））の

η 鋭
メ＼
c乙

ヰ
タ
" ') 

' 

帝

E
日ーム

政
治
的
均
等
の
或

に
J

土
る
ま
と
一
敦
化
古
士
写

ゐ
g, 

よ
）

」
と
J

川
間
は
い
い
〈
も
内
海
岸
の
視
察
出
か
け

r
一
円
北
に
帰
還
す
る
や

ドー仲川氏ソ寸

刷
々
日
の

E11 
円

い
一
以
！
の
七
山
円
の
方
ATifql」
が
し
て
及
川
市
H41
ん
叩
じ
た
r

（
一
）
符
山
山
市
川
町
川

J

鉄
直
中
間
の
市
加
、

（
七
山
地
人
と
本
丘
町
人
的
英

rn 
h品

L 
),  
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円
一
、
（
回
一
昨
れ
震
文
町
大

F
創
設

ハ
川
〆
パ
投
開
ふ
判
定

ハ、？厄ト
h

v

別
民
改
正

高
岩
沢
人
九
七
品
所
の
設
ヶ

研究ノ

川m
は
王
亨
な
J
N
J

の
を
総
督
作
任
い
い
に
什
い
［
げ
、
い
っ
た

J

こ
れ
が
い
わ
ゆ
Z
M

付
た
延
長
主
義
一

号
を
な
ず
も
の
ご
あ
。
υ

そ
の
概
要
を

t
tめ
て
お
pγ
つJ

ま
す
笹
川
の
出
止
ド
つ
い
し
は

こ
れ
ら
の
改
古
案
の
う
し
ら
、

大
J

一
作
四
一
口
仁
美
山
川

7
に
ο

ま
ナ
救

λ
h
F
M

司
皮
に
つ
い
て
は

U
4一点乙

U
T
J

布
川
す
る
汁
内
？
に
め
の
小

PT
校
と
、

一
九
二
年
川
口
ず
の
介
J

刊
仏
教
育
令
の
改
リ
で
、

ろ一

常
柑
し
主
M

蓄
の
た
め
の
公
丁
校
を
戸
川
し
た
カ
、

F

一
丸
一
は
小
ヰ
寸
紋
＋
円
円
以

同
寺
川
町
べ
育
に
つ
い
て
は
、

小
守
e

向時
γ

サ
救
出
戸
川
に
つ
い
て
は
士
八
、
了
1
L
1
h
J
H

に
つ
い
て
は
本
内
地
の
学
校
制
民
に
ム
（
一
致
さ
せ
、
九
日
山
内
九
千
も
そ
の
抗
皮
に
乗
せ
る
こ
と
…
し
む
も
の

f
め
る
し

む
ろ
ん
小
守
投
J
J
以

毛
主
主
主
｝
k
b
h
J
ご

y

h

J

J

J

V

V

J

も

ら
湾
人
が
不
利
に
な
る
の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る

み
る
と
、
山
Y
7佼
「

IL 

工
の
段
暗
唱
で
の

ー
ハ
九
人
・
平
鳥
人
九
ひ
ひ
人
、
片
山
下
女
学
校
で
は
内
地
人
八
六
人
・
本
出
向
人
八
一
八
口
人
、

一
二
心
人
”
本
島
人
目
へ
い
に
2

たへ

内
地

は
内
地
入

吋一

台
汚
の
全
へ
つ
に
川
ザ
バ
サ
ソ
匂
休
地
人
の
比
が
匹
・
？
と
じ
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
与
内
じ
す
る
よ
ー

ヌ
？
〕
い
不
明
ー
ー
が
あ
リ
b

J

こ
と
が
わ
か
る
し

つ
ぎ
こ
北
j
J
引
芝
没
設
で
も
ノ
ω〈

v
t
f
V
1
1
A
H
J十
一

収

一

c
i
d

の
地
方
庁
に
分
け
ら
れ
一
、
い
た
が

九
二
日

t

討
中
づ
ま

ハ
〉
日
月
に
、
支
部
の
ム
h
l九
こ
花
疋
渋
の
こ
い
り
を
除
く
〈
J庁
J
W
右
主
・
新
竹
・
山
門
！
一
川
’
台
巧
・
凶
河
川
球
の

h
叫
に
一
再
編
成
｝
J
F
1

そ
し
て
刊

に
は
知
市
J
J
午
お
き
、
そ
の
？
に
諮
問
機
羽

y
L
亡
協
議
会
」
γ

】
三
世
｝
た
ラ
士
九
五
州
の

τ
お
／
れ
放
機
司
と
し
て
二
巾
（
台
ポ
・
ム
川
町

r
一！青山と

ぃ
川

A

叫
町
却
を
お
き
、
川
仰
の
一
に
h

－
H
を
お
玉
、
市
・
一
角
－

H
－L
も
協
一
鼠
会
を
立
尚

J
f
こ
戸
）
れ
は
治
方
制
攻
を
内
地
の
府
県

と
預
似
の
ー
も
の
に
し
と
も
丹
だ
が
、
内
川
一

F

叫
ん
ド
一
は
あ
く
ま

で
あ
り
、
知
事
ヘ
一
あ
る
い
は
汁
ド
氏
、

の
任
人
亡
ひ
の
で

十二｛

,. 

fvゆ
ア
ヲ
フ
1
U

一
｝
ム
d

口

ム

来

コ

二

7
1
L
I
1、j
ヵ

f

地
方
制
度
成
章
の
役
、

出
が
写
入
し
た
大
き
な
げ
は
竿
が

IL 

午
！
ハ
汀
の
牝
刊
宮
山
川
評
議
会
内
設
！
て
℃
あ
る
ー
六
月

け
に
関
山
混

さ
れ
た
が
ポ

同
一
升
談
会
で
の
川
問
の
ー
告
針
」
に
よ
れ
ば
、
司
ム
司
会
は
一
総
奇
ノ
政
ム
何
十
一
一
於
ケ
ル
門
市
t

丙
諮
一
一
川
ザ
一
院
」
で
一
捻
符
ガ
氏
支

守〉

にコ
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巧
悦
ス
ル
ノ
岳
山
守
ア
リ
ト
伝
ジ
タ
ル
案
件

る
ふ
ノ
め
の
機
関
7
さ
れ
た
に
長

1
0
に
法
律
上
は
前
い
ら
の
模
以
h
J

ニ
ゾ

J

J
〆
し

な
い

F

レ
キ
強
調
L
た
も
の
て
あ
る
。
宇
ヘ
質
的
な
栴
布
引
が
な
い
と
は
い
え
、

メ
ン
ベ

ル
お
引
円
に
ム
昂
人
1
パ
ち
を
任
命
治
一
団

の
時
ム
l
J

）
て
お
り
、
台
湾
人
の

l
居
討
を
取
り
孔
も
う
と
ぷ
ご
一
こ
が
わ
か
る

J

デ
り
に
川
松
山
首
の
ト
す
入
信
と
し
て

の
解
J

叫
が
挙
げ
ら
れ
ム
匂

U

六
刈
訟
と
は

八
レ
ノ
六
年
内

法
律
第
ハ

「z
ハ三川吋団地一

、h
bる

し

1
u

二

E

J

J

C

一1
問
の
川
吋
限
t

げ
小
中
山
と
し
て
疋
め
ら
れ
た
p

行
湾
総
料
闘
の
を
江
Y

げ
法
JM
刊で、

5
一J
1

九
ヘ
）
六
4
1
に

J

門
同
定
さ
れ
て
一
法

亡ト
U
E
続
し
て
し
L

た
も
の
で
あ
る

法
体
／
令
市
又
ハ
部
ヲ
p

庁
内
一
一
υ同
行
え
ル
ザ

}<, 

一
？
に
同
は
こ
の
時
限
ウ
法
を
や
め
て
、

中
山
ス
ル
コ
ノ
ハ
ム
照
令
ワ
以
テ
之
ヲ
L
4
ム
と
げ
ば
め
た

（
仏
律
れ

J
）

c
L
7
L
一
〕
の
ぬ
A

も
、
台
湾
の
対
殊
事
情
に
よ

九
叩
／

μ
」
楕
が
な
く
な

J

と
わ
け
で
は
な
く
、

的
に
政
府
の
制
約
下
に
お
い
た
だ
け
だ
う
人
J

J

命
令
は
l
務
大
民
を
介
し
て
勅
政
争
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
L
と
礼
定
［
て
、

つ
ま

y総
督
の
実
民
的
な
独
い
は
枠
力
は
ぞ
の
ま
ま
存
続
｛
ぷ

似
し
し
門
誌
の
め
J
、
苧
は
引
す
れ
も

～しI
U
抑
制
投
ふ
汚
I
A
上

l
平
内
地
の
も
の
に
辺
つ
汁
い
る
意
味
を
も
ハ
た
が

f
t
E
：一
p

l

J

、J

h
仕

h
L
P
l
Fぴ

ご
稔
授
の
古
川
民
的
た
権
以
や
内
地
と
の
な
川
札
吋
を
そ
の
ま
ま
混
行
？

J

た
も
の
で
あ
る
「

いわ

L
る
「
？
川
地
延
長
？
？
一
士
山
ご
の

特
段
は
こ
の
よ
う
な
竹
に
あ
ウ
た
こ
い
え
る
）

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

ゾ
“ 

川
村
松
戸
の
り
川
一
促

何
れ
宵
に
川
就
任
し
た
日
は
頻
繁
に
東
川
小
と
台
の
を
往
復

L
、
平
均
L
t
引
力
団
十
郎
科
医
千
台
十
い
さ
透
明
一
し
れ
J

U

と
く
に
就
任
当
初
は
実

に
精
h
心
的
に
ム
口
汚
巾
を
巡
視
し
て
問
円
で
い
る
〈

か
れ
Mr
実
行
し
た

一
内
地
活
－
M

義一

土
y
f

）
立
一
j
了
、
上
コ

C
L巴
J

J

ドコ
p
r
J
H
l
弘一人一

l
d
C
η
l
む
1
h

－
？
J
7
i
L
F
令
中
A
Jピ

ん
だ
も
の
ご
あ
フ
竺
総
量
の
円
一
じ
は
た
台
湾
が
い
カ
な
ふ
状
日
恐
が
っ
た
の
か
、

古円引一一－
J

乞

九

／

に
川
の
問
問
U

の
あ
り
か

手
検
討
し
と
お
戸
J
7

グ〉
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刑
」
疋
的

r
で
つ
に

月

り
の
こ
と
戸
つ

じ
て
F

ド
パ
占
有
引
の
屯
に
一
寸
ミ
ヶ
山
地
？
円
山
川

J
Z
J

の
は
わ
化

ι
戸
大
正
一
八
」
午

研究ノ

す

ま
の
汀
車
引
が
終
わ
る
と

t了
狗

を
が

j
L己
目
紋
（
淳
東
一
ま

ε

戸
っ
そ
く

E
日
に

む
γ
行
役
〕
た
も
の
で
あ
る
が

部
山
氏
系
、

こ
の
注
視
が
終
わ
っ
た
一
円
い
い
の
じ
記

ι

「
で
で
区
，
止
辺
山
畑
山
砕
妙
心
川
料
、

群
衆
消
列

日
は

争
パ
品
川
石
新
総
計
口
（
役
時

J

と
之
し
た
の
古
る
と
こ
ろ
で
民
衆
が
係
迎
の
れ
列
に
設
立
さ
れ
た
の
ご
あ
る
ロ
こ
れ
は
カ
れ
が
新
任
と
し

－
初
め
て
山
川
町
し
と
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
、
つ

f

退
川
、
年
の
中
市
川
四
川
品
店
川
町
に
随
ノ
イ
し
九
一

J
2汚
じ
じ
新
報
ユ

の
引
一
い
ヰ
す
は
、

各
町
で
「
記
j

校
パ
Y
K
H八
の
胞
の
歓
迎
一
を
一
又
げ

一
山
川
百
一
は
制

φ

一
拠
り
本
山
内
nへ
の
家
に
到
ゐ
ま
ご
谷
同
校
を
出
向
げ
各
沿
道
に
整
列
1J
て
拡
叩
一
到
ら
さ

る
な

L
」
と
市
通
［
て
い
る

u 

総
計
は
、
い
み
川
ご
は
軍
司
令
｛
「
よ
り
高
川
ゾ
一
、
位
互
つ
一
日
了
れ
た
最

（
ト
へ
止
一
」
主
主
汀

じ

日
権
什
バ
半
円
だ
っ
た

民
情
に
つ
い
と
に
の
説
明
ャ
一
実
情
チ
一
聞
き
、
祝
杯
を
挙
げ
、
記
へ
組
制
や
町
村
宅
を
し

か
れ
は
各
地

た
、
川
地
川
同
日
ふ
れ
れ

λ
な
る
何
人
情
視
向
ハ
で
は
た
＼

続
ム
門
松
ー
刀
の
誇
引
で
も
お
れ
れ

v

い
っ
た
ん
官
北
に
帰
還
？

J

た
山
い
は
、

一
計
八
日
か
ら
は
九
川
恨
川
の
蕃
地
を
視
察
U

九
一
で
？
〕
戸
、
動
員
さ
れ
た
原
住
民
た
ち
を
引
兄

は

ぺ
吾
輩
教
古
川
」
土
手J

観
〕
て
、

四
l

五
歳
く
ノ
い
の
女
児
の
応
答
に
誠
司
憐
也
と
の
惑
相
】
を
J

？
h

J

J

た
ど
事
什
人
ば
「
伯
仲

注
」
で
は

「
教
化
相
不
念
、
弘
、
〈
三
九
出
U
j
一
男
氏
ン
パ
凶
氏
、
出
台
不
叶
叫
一
い
ヲ
川
…
い
祝
日
L

こ
引
川
し
て
い
る

円

。
丹
、
c

別
の

に

「

弥

美

肢

を

γん
だ
と
さ
、

い
ず
＼
い
フ
（
日
一
が

川
は
「
燕
沼
蒙
昧
之
状
、
古
人
倍
以
之
内
川

大
止
九
J
1
四
万
一
六
円
）

柏

u
hャ
ヴ
ボ
川
年
九
川
口
に
引
取
材
に
ノ
し
き
人
戸
川
γ
一
一
日
ー
を
は
視
し
た
と
き
、

が
川
討
が
代
を
歌
叶
た
り
す
る
の
み
一

ιて、
2
5
 

r
J
市
川

認
官
率
約
百

人

能
川
煮
、
叫
人
之
パ
叶
菩
故
一
と
の
広
畑
山
を
苔
き
記
し
九
一
（
十
ヘ
正

（
一
戸
い
＼
門
川

21yい
f
倶
一
ど
い
与
阪
一
持
法
と
丈
羽
化
へ

fr川
h
ハ
「
川

の
民
ん
し
山
間
が
い
い
い
本
の
削
叶
民
地
統
ロ
の
同
前
ど
っ
ん
、
」
と
は

凶
は
そ
の
F
E
A
咋

C
典
型
的

C
F
で
に
叫
究
者
に
よ
っ

C
指
抗
さ
れ
て
い
る

な
池
山
地
｛
コ
E

僚
だ
っ
た
の
で
あ
ゐ
η

可
J

九

cr
同
月
に
仏
台
湾
東
部
の
n
h一
慌
を
臼
こ
な

r一
た
一
欽
通
が
数
設
さ
れ
一
仁
い
な
い
交
通
の
不
便
な
地
山
内
で
あ
る
c

ぷ
爾
の
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小
牧
J
M叫
ん
f

小
べ
一
一
伐
を
訪
れ
と
叶
は
、

、
l
i
J

d
j了
ん
て
μ

「
挟
住
卑
附
一

cJめ
る
の
に
」
だ
？
｝
y
＼

ハ
ム
行
広
潤
で
あ
る
の
を
一
芳
、

F

三
け
よ
う
な
状
態
を
放
置
L
9
れ
ば

1
K
鳥
人
之
山
町
一
ー
を
受
け
る
台
、
ム
に
な
る
と
桁
抗
す
る
お
そ
ら
く
刈
川
町
人
よ
い
六
戸

J

人
L
t
b
い
判

叫
判
明
、
は
、
こ
の
て
7
仕
状
山
は
必
〆
／
＼
な
か
〉
え
だ
ろ
う
日
刈
合
人
の
共
学
初
を
ー
セ
～
泌
す
ム
引
の
は
、
こ
の

t
う
な
「
同
J

倒
f
J
縦
一
を
足

日
す
る
ま
は
も
あ
る
と
、
刊
は
述
べ
て
川
人
U

（
川
月
八

U
）。

の
地
内
公
学
校

川
容
と
も
ま
っ
た
ノ
田
川
L
感
想
子
高
い
て
い
ふ
。

F

ト
ゆ

1
i
ム
仏J
句

L
i
λ
F
↑
 

当
然
な
が
ら
校
舎
も
公
子
校
は
「
頗
九
社
民
一
む
し
め
ム
引
の
に
対

1
て、

小
学
校
は

一ムじ一人、

小

rr佼
は
川
淀
一

叫
人
で
、

を
佼
イ
え
あ
C
た
も
の
で
一
冠
M
脱
出
、
倒
之
統
一
一
だ
づ
た
c

ド竹村
f
d

チ
は
一
日
此
也
」
ー
と
、

旧
は
山
信
を
涼
め
れ
一
一
向
汀

Fl 

内
航
人
」
ー
と

の十ハ、
γ
献
は
r
一
三
予
へ
の
肉
化
を
似
山
一
r
p
J
Q
F

段判
J
J
J

た
が
、
山
口
日
れ
に
は
柿
一
以
音
と
［
て
的
威
厳
を
松

一
本
島
人
」

な
う
よ
う
な
山
中
天
も
あ

J

と
の
で
あ
る
コ
同
は
こ
の
よ
、
？
な
現
状
を
内
地
人
片
山
崎
山
亡
一
持
」
（
匝
H
ニ
ヘ
ロ
）
と
批
判
し
た
が
、
的
存
、

ム
配
J
h
た
る
川
本
人
の
侃
ご
は
お
そ
ら
く
士
八
月
了
制
に
汁
す
る
小
平
不
満
が
あ
〉
た
ハ
司

内
地
人
の
ぷ
育
問
思
に
百
二
、
4

叩
ん
山
主
問
問
」
し
と
い
－
b

希
望
」

fし

イ
の
は
ー
尚
一
γ
は
、
す
μ
去
の
牧
山
一
会
の

Ji. 
fノ，
♂ 

じ、

代
天
話
が

の
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
ど

γよ
い
が
、

相
日
以
可
ユ
一
7

〆
で
の
同
小
江
川
一
ー
に
｝
池
位
九
件
脅
か
さ
い
4

る
の
で
は
な

ν
か
1

／
パ
う
不
安
壌
や
浜
川
、
〕
た
も
の
だ
〆
ん
だ
ム
リ
ザ
勺

九
二
心
介
一
ハ
パ
〉
月
一

l
、
新
地
ド
リ
制
度
が
山
山
一
J

ぢ
れ
た

と山い川町一

川
は
こ
の
ヨ
の
川
記
に
1
1
片
山
宋
杭
u
明
不
広
桜
花
歓
迎
『
ノ
A
L

日
賛

J

て
い

2
Q｝ム円

t
で
は
大
尉
忙
な
完
ム
d
rれ
事
が
倍
さ
れ
た
一

J

城
北
小
山
↓
了
筏
完
封
旬
、
J
V
U

虻
れ
一
ぃ
入
品
の
ん
甘
い
相
仰
と

L
て
市
民
一
日
十
九
十
か
集

所；↑早よ；・J)"1湾f了伴

小人戸川
J

ぽ
ペ
ー
徒
も
数
口
人
一
芸
品
レ
た

市
川
こ
じ
民
代
表
デ
感
謝
の
伴
、

刊
が
ヨ
治
司
体
成

υ
の
E
義
と
羽
音
百
を
述
べ
、

ま牛
山
に
が
君
が
代
を
一
唱
、
さ
ら
に
市
事
や
録
ノ
小
唄
取
の

J

い
↓
淵
で
ぺ
早
万
歳

会

－
州
市
し
た
、

仰
は
は
提
ト
ツ
小
列
が
あ
り
、

子j

力
人
が
礼
子
抗
L
た
υ

皇
太
了
の
行
啓
て
も
現
山
づ
る
大
々
的
な
大
衆
動
員
と
儀
式
の
抗
出
は
、
こ
の

E
う

γ
機
会
あ
る
ご
と
に
実

M

目
さ
れ
て
い
？
の
一
に
あ
る

,, 
斗
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' 
台
湾
ぷ
ん
訂
正
隔
世
運
動

研究ノ

続
上
京
戸
門
戸
〆
て
の
田
が
、

ハ
リ
〕
｝

そ
の
仕
任
い
い
に
も
コ
と
も
神
絞
や
便
っ
た
川
辺
は
お
す
ん
ノ
＼
ム
μ
寄
読
ん
Z
1
4
南
諸
制
運
動
だ
っ
た
っ
台
中
山
説
会

「
可
法
一
一
円
以
内
戸
ス
ベ
ふ
舵
別
法
律
及
ム
ュ
h
予
算
／
協
賛
権
一
を
守
え
る
m

一

こ
は
ム
ユ
U
住
民
内
民
活
↓
い
よ
も
一
説
会
を
り
や
…
同
に
設
置
〆
て
、

と
を
要
求
す
p
h》

J
N

の
で
あ
る
の

引
の
第
制
力
請
願
汗
尚
北
山
か
り
一
九
二
♂
川
年
ま
ご
、

h
泊
に
わ
た
っ
と
毎
年
粘
り
強
く

請
願
キ
門
が
4
K
巾山さん
U

た
が
、
帝

E
議
会
む
は
皮
J

h

J

ふ
と
ら
な
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ

2
な
く
終
わ
つ
れ
J

H

L

か
1
児
休
日
前
な
成
果

V
U
J
7
ゆ
か
っ
た
レ
し
は
い
よ
ん
、

こ
の
戸
初
一
は
れ
し
斉
府
の
川
和
p
何

h
rに
鋭
ノ
＼
挑
叫
べ
す
る
も
の
だ
ヘ
た
「
ド
州
知
杏
は
す
H
r
r
法
治
め
尽
刈
が
人
ハ
幻
に

も
波
川
さ
れ
る
と
の
古
川
功
に
立
九
、

そ
の
特
殊
注
に
も
と
づ
く
ー
特
別
法
律

い
対
す
る
協
賛
権
を
七
恥
L
だ

J

こ
れ
は
捻
符
町
の
い

う
一
山
地
炉
九
二
下
表
」

し
か
し
い
J

た
八
総
枠
に
よ
る
専
村
山
政
治
に
介
入
す
る
子
が
か
り
を
得
れ
ば
、

&i 

ii~ 

山
十
日
I

い
し
ょ
ム
コ
て
い
ノ
J
V

｝

い
そ
恥
が
情
民
地
山
之
引
の
要
求
に
発
足
す
る
の
は
不
可
遊
で
あ
ろ
う
っ

出
軟
織
り
交
ぜ
た
川
村
策
に
よ
っ
亡
、

故
ー
よ
均
～
軍
力

v

i
－

－

j
l
7
5
 

て
一
〉
土
、
と
乃

7
1らん
j
f
J

ず
J

A

ν

1

4

刀
ν

！

i
T
J
J
t
ザ
／

コ
j
ヲ

｝

〈

一

J

Mr
台
汚
説
会
設
置
活
動
の
活
動
家
た
ち
と
初
め
て
丸
山
う
た
の
は
九

ム
一
宇
一
月

九
川
日
で
、
第

の
川
判
川
ω
、？っ

ず
ん
林
献
ん
円
十
九
い
い
諸
問
喜
刊
吋
ν

出
に
つ
い

の
思
咋
を
広
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

川
は
か
九
ら
と
約
時
間
近
の
会
γ

店
者

L
て
「
〕
涌

論
文
枝
認
一
し
た

J

R
校、

仁
か
れ
与
は
再
び
r
z
円
ん
し
た
、
川
の
ほ
う
か
ら
体
、
h
p
h引
い
た
も
の
ら

L
い
。
（
門

月
同
議
会
の
よ
？
副
如
は
、

日
の
／
l

）｛ン
γ

テノ
J

フ
一
ド
よ
る
を
々
の
改
革
子
持
一
ド
っ
き
始
め
た
時
期
に
始
ま

7hj」

d

対
応
を
誤
れ
ば
、

任
ド
後
か
り
構
怨
し
て
き
と
改
半
一
本
v

て
の
も
の
が
陪
慌
に
乗
り
f

げ、

束
力
小
の
は
y
h
dす
た
t
h
J
h
非
誹
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
台
た
で
の

か
れ

が
あ

J
J

た

凹
は
林
た
九
に
対
し
て
、
安
捻
予
定
の
改
革
案
を
え
呪

L
1市
川
九
ハ
「
午
前
之
段
売
を
什
ん
地

J

ゆ
る
と
け
一
読
す
る
l
L
と
も
勺
ム
μ
汚
L
Z世
〈
古
川
川
設
置
は
帝
巨
の
台
湾
統
治
の
人
河
川
引
に
U
叫
す
る
の
で

計
十
之
ヤ
7
而釘一い巾

ーと伝
λ
た

（日寸一い

大
正

／一

」 J

ノ｛

月

日

）

＝
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μ
仲
献
古
が

1
F
一

か
け
伶
の
川
月
一
一
日
口
の
こ
と
だ
っ
た

刊
が

U
記
じ
引
叫
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
首

一
』
い
い
の
ム
E
K
A
M
t
γ

レ
た
の
は
、

ヤ相

LTm淀
川
伝

ム円汚
F

へ
た
ず
つ
の
河
で
は
物
論
隠
快
と
い
う
状
告
に
な
っ
た
の
一
γ

件
は
山
司
の
訓
戒
で
「
釈
快
堺
怯

（

L
U引
L

－

ハぃ
π
一
ド
間
一
読
さ
れ
る
松
山
腎
お
許
議
会
の
円
で
一
／
て
汁
仰
を
民
知
名
じ
れ
の
は
、

十、正

ハJ

年
刊
戸

4

－E）、

刊
の
こ
の
よ
、
つ
な

し
か
し
州
は
ギ
能
を
カ
な
り
楽
観
し
て
い
た

E
う
だ
川

中
心
に
な
J
J

て
ヘ
ハ
バ
込
化
協
会
が
杭
成
コ
れ
た
υ

よ
協
は

立
誌
に
よ
る
ぬ
だ
ろ
う

U

一、丹、

品
川
円
台
民
民
投
立
の
指
導
汁
・
km川
川
本
が

主
化
主
演
会
の
阿
世
な
ν
を
？
っ

六L

七
J
J
1

に
た
ペ
ム
ト
い
」
汁
引
れ
す

Q
まず、

じ
て
む
湾
人
の
一
僻
事
、
と
引
会
話
一
品
川
の
小
パ
的
役
割
を
県
と
す
こ
と
に
な
る

冴
ー
た
ち
は
結
成
三
先
山
つ
一
に
松
討
を
氏
敬
訪
山

J

し
て
い
る

が
、
こ
の
時
は
と
く
に
す
ら
入
勺
だ
よ
日
は
し
な
か
ワ
た

ιし
い

大
正

cr
一
心
月
一
円
）

結
ハ
い
司
、
斗
説
主
ふ
り
は
翌
ん

刊
に
も
、
詰
願
者
を
扶
f
一
て
京
し
た

川
は
台
北
よ
東
日
い
己
か
れ
ら
と
一
川
会
！
て
ザ
未
の

乙』

F
ハ
を
絞
り
返
し
た
が

る
こ
と
ほ
で
主
一
な
か
っ
た

3

日
は
さ
ら
な
る
対
抗
措
荷
と
じ
て
、

F

〕
れ
ま
で
も
何
度
も
九
uL

一
f
h

〕

v

、ぃ

一人（
μ白川古ん
h
p

を
人
足
わ
Mtr
山肌～八
μ
にヤ

さ
う
に
先
の
訪
問
町
古
川
に
署
名

υ
一
ト
ム
砕
す
戸
山
川
玄
人
と
孜
一
R
を
解

報
処
分
に
7
J
f
c

ヴ
中
、
、
二
に
こ
れ
に
抗
議
す
る
た
め
に
訪
れ

一
ろ
か
げ
人
化

て
は
、
そ
れ

協
会
が
政
，
ん
山
内
王
動
に
関
口
J
1

工
、
い
る
形
跡
が
あ
る
こ
1

〆
、
も
し
政
治
結
峠
と
認
め

に
は
「
担
当
之
処
国

バ
ー
し
寸
」

（

d
U記
－
大
正

年
刈
日
ヘ
日
）
。

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

こ
の
正
の

A

叫
戸
に
に
は
豆
仁
子
の
ム
け
ま
ト
ド
ム
山
口
い
が
内
｛
疋
し
、

品
川
内
は
時
期
を
治
め
る
だ
け
乃
段
階
に
人
っ
た
元
、

こ
の
頃
か
ら
刊
の
じ
寸
一
品
に

は
台
湾
議
会
山
川
町
「
申

H
判
忠
一
と
い
、
つ
立
中
J

が
現
わ
れ
、

九
月
九
日
に
は
お
烹

芸
人
一
郎
）
門
町
川
と
こ
の
内
’
い
苅
し
て
会
談
し
た

こ
と
が
わ
か
る
そ
れ
は
皇
太
了
ノ
ド
啓
幸
一
位
、
ス
て
ハ
ー
と
し

に
請
願
ー
を
桁
念
、
一
A

～
せ
る
い
十
ー
を
山
地
べ
た
も
の
ヴ
あ
ん
、
つ

f

九
月
九
日
！
市
吉
台
中
川
知
市
ド
の
仲
介
で

旧
は
休
祇
堂
は
か
八
名
の
ヘ
什
伯
尚
へ
に
引
見
し
た
c

こ
れ
は
祢
献
五
と
な
一
句
A
r
E
巾
の
汽

円
・
尚
弁
巨
な
ど
を
同
店
三
せ
、
林
市
町
一
削
川
を

mFり
な
が
ら
従
米
の
忠
志
を
撤
同
さ
せ
る
陰
謀
だ
一

2

た
、
窮
し
た
祢
は
担

ハ〉円
U
山
」

J
j
ャ
」

1

4

f

j
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研究ノ

景
に
は
、

（
お
そ
ら
く
松
一
軒
府
内
走
し
え
で
）

ハ一一リ）
J

林
献
吹
が
こ
ろ
ノ
L
た
状
叫
叫
ん
仁
追
い
詰
め
ら
れ
れ
f
H

ぉ～

銀
行
か
ら
の
偵
必
定
’
れ
の
督
促
ん
主
主
け
と
い
た
と
い
入
可
J

院
が
あ
っ
た
ペ

「
断
念
品
会
泊
約
を
明
一
円
す
る
づ
円
引
一
大
正

ー
ム
八
月

JL 

〕
カ
〕
け
仰
を
院
は
冷
さ
ぜ
と
だ
け
ご
は
、
川
町
［
刊
を

H
め
る
二
7

一
は
で
き
な
い
リ
切
の
中
心
メ
ノ
パ
ー
を
も
州
念
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
谷
口
叫
て
は
な
か
っ
た
。
こ
の
引
の

「
υ
一
一
れ
い
、

J
t
bも
火
と
与
清
水
に
請
拍
手
一
小
d
さ
せ
ふ
ょ
っ
ぃ
、

u
U
督
か
り
指
揮

し
て
ほ
し
川
と
r心
内
快
務
珂
長
が
申
し
出
た
い
L
3
、
凹
は
請
願
は
憲
法
」
の
い
え
の
ほ
釈
だ
か
ら
、

反
立
川
町
叫
叫
J
H
一
は
で
さ
で
も
、

四川梓
C
巾
止
さ
せ
7

台
、
ー
と
は
で
き
な
い
と
符
一
ん
た
、
こ
れ
は
乍
獲
の
本
質
を
つ
い
れ
f

も
の
で
、

内
凶
延
長
義
一
と
い
う
タ
テ
マ
エ

に
よ
る
台
湾
統
治
の
7
L帽
を
th
－
り
去
臼
し
ト
一
も
の
と
か
え
る
同
の
定
款
J

向
り
父
ぜ
た
説
科
ご
転
釘

L
た
か
い
み
え
た
品
川
政
J

二
出
、
刷

ブし

nJ
、々

つ
市
は

総
督
府
引
説
九
百
円
（
の
辞
ー
が
を
総
督
府
に
送
り
つ
け
れ
に

小
山
／
仕
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
ゐ
ゐ

J十

ヅ
ャ
こ
を
百
五
令
均
一
二
一
ゴ
ポ
了
ニ

2
1

：
5
H
Y
S
J
4
4
4
1
 

杭い献＃
T
H小市一
nhγ
一
情
ふ
知
っ
た
枝
川
村
知
火
ヤ
H

河
潟
水
、
つ
は
、
こ
の
公

汀
六
日
に
台
湾
議
会
期
小
山
町
い
阿
出
川
公
を
結
成
し
と
っ
｛
口
汚
で
れ

仁
茂
め
ら
れ
な
か
っ
た
が

け
り
に
吉
川
｝
L

七、川
J

q

f

J

は
、
京
計
で
刻
ト
北
川
話
会
成
す
よ
会
や
お
こ

な
〕
た
J

t

京
早
朝
丹
新
聞
一
一
月

一
一
司
什
い
）
は
、
「
円
山
手
一
院
れ
ど
古
川
社
内
カ
ら
代
ぷ
り
昔
、

示
会
以
匝
運
凸
に
上
恥
」
こ
の
兄
出
u

で、

R
川
県
如

川
ヰ
一
清
水
・
臥
＆
…
治

の
盟
各
が
ム
口
汚
か
ら
到
着
L
た
様
一
今
一
川
川
、
の
よ

せん
η
常添）
e

川也八’怯唱火

つ
に
伝
え
た

代
表
団
の
訴
、
ス
に
よ
れ
ば
、

r, 

か
に
小
河
か
ら
の

一C
名
が

i
京
ず
る
法
ず
だ
っ
に
が

JL霊
の
出
迎
て

折
、
し
か
瓜
で
き
な
カ
っ
た

じ
か
し
東
京
駅
頭
ご
は
以

の
よ
う
な
U
景
が
見
ら
れ
た

u

「
（
目
崎
在
京
の
持
久
台
汚

7
4出
立

y

什
余
名
は
、
ァ
ロ
湾
議
会
設
号
請
願
刊
歓
迎
」

の
j
f唯一を
r川町め

fr
～
寸
十
ド

℃’一
μ守
山
寺
川
八
戸

の
小
円
以
持
一
緒
し
て
f
H
中
h

ム

γ
集
合
し

世
界

γ和
新
υ

紀
一
出
：
」

九、
H

は
を
H
官
相
し
て
代
表
を
出
迎
一
ん
た

円
、
代
衣
同
名
は
対
川
口
五

。〉

認
を
坤
ふ
っ
と
同
総
晋
を
訪
問
し
ι
にし

j
J
ご
一
三

来
日
仏
誌
、

と
f
T
R
J
ノ
ム
凡
な
く
、
汗
か
れ
て
い
る
が
け
で
あ
る

へムへ止

ど
V
J江
川
ナ
日
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月

uて
叶
は
か
れ
ム
ア
ノ
一
九
百
一

b
tる
こ

n
j
f
J
7
コ、
7

心

7
J
ι

川
河
月
に
実
羽
す
る
山
｝
一
ム
ト
札
之
一
打
白
川
ケ
午
川
町
に
、
総
H
M

ロ
宥
は
人
川
湾
人
が
も
ろ

f
p－2
苧
げ
、
で
い
引
を
芳
一
辺
す
る

1

一＝ヨ叶一
jp

円
光
症
を
辺
川

工
to
へ
い
崎
、
レ

ν
て
い
fハ

の
け
久
止
は
そ
の
声

な
古
川
を
乱
一
ヲ
混
乱
要
因
と
み
ん
ゆ
さ
れ
す
出
た
ち
は
こ
の
方
ゴ
誌
に

市
中
川
午
づ

結
向
、
治
加
を
川
出
止
む
さ
右
か
っ
た
ば
L
P
り
か
、
代
去
回
は
占
路
大
な
紋
辺
を
つ
け
た
の

一
」
干

の
心
境
い
に
つ
ん
ど
人
う
じ

川
内
と
し
て
は
「
ヴ

立円山叫んハ出九州（
l
をわい
V

え
と
が
、

1 

九
法
有
夫
妻
の
訪
台

俗
仁
口
太
「
の
ム
h

ム
省
内
わ
山
口
に
れ
す
れ
J
f
と
作
半
に
あ
た
4

九
ロ
ャ
一
ら
け
一

0
1、
悩
仁
の
的
I

れ
苫
・
久
日
制
ア
に
ぷ
「
の
父
母

の久一一

へ
い
わ
ゆ
る
ー
宮
中
某
重
火
事
件
」
♂
婚
約
阿
川
市
が
紛
糾
す
る
の
は
こ
の
ρ

の
二
月
で
あ

f
、いノヤ

る）

J
Eが

か
れ
が
実
抱

ν
ん
ノ
レ
パ
ホ
の
な
か
、
も
科
塗
さ
れ
る
新
連
方
制
度
が

f

、
レ
ワ
よ
ハ
レ
一

' 1 
円

qv u
 

刷、一刀

追
の
向
測
に
は
川
日
間
な
f
卒
迎
乃
列
が
で
き
た

U

同町、、ノぇp
 

一
円
に
ぬ
’
引
き
れ
J

、
町
出
出
の
に
は
泊
料
人
7
W
A
賀
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
ば
ア
ノ
の
町
羽
だ
ぺ
た
～

コ
r
f
I

C
コ
は

I
｝

i

, 
n一

災
現
会
期
ー
で
い
九
ー
は
ず
の
実
平
あ
る
い
は
干
ぶ
干
の
訪
約
の

f
行
演
習
の
う
忌
味
十
も
っ
て
い
F

;:s 

久
川
旭
｛
円
が
u
此
降
u
宿
に
刻
若
し
た
の
は

F
J
↑i
h
，
 
（
び
円
自
明
で
あ
る
一

J

而
リ
八
刈
む
り
で
刊
主
計
J

P

久
迎
夕
同
一
手
、

出
丈
玄
一
・
紫
台
汚
軍
司

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

令
官
夫
妻
・

μ
わいやじ
h

ド八安
f

円
が
ャ
長
引
刈
キ
と
山
辺
、
“
人
、

L

一
丸
山
内
礼
砲
が
響
く
な
か
ム

ムー北山
u
h
μ

到
旬
、
J
J

れん
υ

北
京
に
到
荷
し
た
矢
演
出
は

料
品
ザ
い
し
な
っ
た
稔
留
守
T

邸
主
で
喝
中
で
惨
動

L
れんが

ヘ
己
ペ

h
h
い
一
に
よ
れ
ば
、

寸
台
湾
い
じ

川
町
ぺ
在
郷
軍
人
・
封
仲
間
ハ

子
山
山
守
山
川
は

V

ぷ
主
従
・
ケ
作
HHr

校
ι
オ
仏
で
、
凶
川
U

は
刊
住
丈
一
－
口
問
待
遇
苔
・
有
庁
川
市
烈
茜
・
街
け

1

・

市
街
H
J民
投
ー
か
十
！
子
判

只
婦
人
凶
依
・
市
民
事
迎
v台
各
宗
教
同
体
役
執
行
受
持
・
付
早
川
河
用
者
保
正
a

一汗リ
γ
松
川
川
氏
と
さ
れ
、

1
4
市
川
者
以

怖
に
令



十
－

7
A説
明
L
m
の
口
に
慎
み
て
御
迎
え
川

L

P
、

人t
ぷ
伊
川
町
中
の
際
は
雨
H
ハ
外
ム
ア
脳
了

ご
い
、
っ
状
態
だ
勺
た

（一町
R
の
新
聞
に
は

研究ノ

ん
？
寸
を
取
る
に
改
ぱ

川問は｛
h
郎
を
宿
舎
と
す
る
た
め
に
川
奴
記
対
に
新
築
し
た
円
六
1
1
H
活
字
に
転
甲
リ

r 

ν

て
い
た
「
久
適
J
M
U
P人
記
は
｛
し
邸
内
L

小
型
後
、
ー
「
諸
神
社
に
4
4
J
刊
し
、
そ
の
筏
、

k
h
K叫刊行
LI
｛C
右
ど
に
半
ル
品
川
行
記
、
さ
ら
に
ベ
一
つ
ン
ダ

亡
一
等
以
＼
の
え
式
十
一
付
寸
寸
円
な
と
に
怒
川
拝
謁

L
ど
が
、

川
内
の
要
請
で
前
述
の
語
地
刀
制
度
一
じ
任
命
さ
れ
れ
J

協
治
会
見
も
整
列
τ什
謁
mw

i
p
一

：

i
一
、
：

川引い
h
川
、
ス
レ
ナ
L
y
f～

ニ
ム
け
は
巳
巳
一
山
和
」

ノ
1

！？

｛
）
に

ハ
E
」
vu」

叫
岬
ん
の
口
太
p
j
h
啓
と
比
較
す
ム
似
た
め
に

旧
の
日
討
を
指
一
リ
戸
、
久
脳
出
の
れ
一
一
を
迫
コ
ず
み
」
つ

J

日

基
淀
川
か
ら
列
車
で
台
北
訳
ヘ
乙

コ
〕
内
二
た
叫
己
札
川
づ

「
ぷ
～

L
f
巧

馬
市
で
J

一円J
h

山
村
引
持
参
拝
し

F
パ申戸、
h
M
A

引
の
行
持
宮
町
に
わ
ミ
一

h
J
M一一r方、

，F
1
7
 

ム
ヤ

1
し
ず
に
↓
；
J
w
u
v
…

』

i
v引）

松
皆
川
、
総
門
川
河
府
日
庁
舎
、
一
汽
一
叫
令
郊
ヂ
一
品
店
〕
仁
、
主
一
ロ
ヲ
令
部

さ
ム
に
一
郎
総
学
校
付
属
小
字
伐

と
的
範
学
校
を
！
」
凶
凶
川
7

二
、
帰
以

川
町
］

新
公
図
に
わ
き
、
台
湾
体
育
今
川
会
話
会
式
γ
同
町
、
同
リ
了
守
山
ハ
学
校
、

中
心
な
か
一
読
閃
子
、
帰

qL

ぃ
川
内
竿
ザ
ハ
ド
入
手
作
ぺ

九
人
は
山
市
し

u
f？
催
に
J

県
大
将
（

1
司
令
部
）
夫
妻
、

ド
川
（
総
務
長
行
｝

3
X
去
、
総
督
府
刺
任
｛
円
、
川
川
p
瓜
事
、

'" 

予
、
台
を
わ
川
部
汀
H
副
頭
収
、
十
U
力
計
長
、

軍
隊
隊
長
以
上

州
代
表
者
、
で
の
他
F
C
h
h
宝
ノ
之
、
永
な
ど
1
パ
コ
人
士
こ
と
も
新

誌
の
地
が
行
政
宮
が
に
my
か
し
と
い
る

J

七
却
札
ん

お
こ
伝
わ
れ
た

4
1イ
ト
ザ
苔
？
川
川
小
学
校
4
H
b
j

伎
の
団
山
一

↓
卜
九
九
五
終
了
後

年
以
】
、
小
，

r紋斗山一
J
校
、
各
有
ユ
十
円
rrJ
校
、
高
等
止
学
校
な
干
の
hr也
市
・

4
徒
約
一
ハ
一
人
。

列
中
で
F
U
北
古
川
台
中
に
移
設
し
ん
川

（ぺ
E
山
整
外
山
辺
L
n
頃
各
一
と
川
、
1

状
態
だ
っ
た
n

布
舎
は
州
3

祉
事
一
口

i引；
一一パ

伐
は
市
一
氏
に
よ
る
校
灯
行
列
な
と
が
お
こ
な
わ
れ
た

日
～
午
削

索
引
を
整
ζ

て
ま
ず
ム
い
巾
JF社
ぶ
学
押
し
、
ぞ
の
湾
、
区
J

山
混
と
J

佼
、
同
業
学
校
を
北
町
山
JLL
て
帰
邸

！日υ2三IiI 'I. 3〕rn~ ；，戸市j 位（6275; 
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日

l

l

長
Jf
 

末
、
兵

F

ベ
の
刊
か
祈
で
記
入
品
砧
店
街
」
午
〕
た

J

流
行
指
の
ナ
ハ
め

山
E 

ご
い
1
l！
？
し

川
州
n

伎
は

士L
日

liJ 
11 

（
下
後
）

六
日

可

T

ト「

｛友

ヒ
ヨ

八
日

台
川
l

守
備
隊
、
巾
国
一
一
な
給
会
幻
場
、
日
「
市
川
t
J

一
校
を
訪
問
夜

uuF化
花
火
な
／
）
の

コル
f
r
f

）
川
て
旬
、
神

日
中
山
h
h士山九九百
1

日
付
化
駅
を
通
沼
し
と
も
と
は
髭
化
と
に
山
川
日
数
院
を
訪
川
叫
す
る
予
定
N

つ
引
が

い
到
着
。
町
中
｜

川
世
戸
川
内
所
い
行
き
、
宗
共
同
仇
仁
Fん
っ
て
台
市
却
に
到
者
。

れ
ら
は
州
知
事
宮

に
乱
氷
り
投
X
J
1

こ
か
φ

わ
れ
た

会
抗
菌
は
回
一
宍
リ
｛
ノ
ち
＼

午、削、

北
内
川
似
一
遣
が

4
ト
参
拝
l

r
h
マJ
柄
、
中
河
川
和
円
、
恥
市

川
正
味
、
同
比
学
校
を
訪
れ
た
じ

？同時
4
2
h

戸、
γ校
と
公
ム
山
立
を
訪
問
c

的
刊
は
有
志
に
よ
る
種
々
の
横
山
が
お
こ
な
わ
れ
た

三「

門
川
昨
机
ド
よ
り
航
申

C
貴
賓
仙
出

h
一
ず
い
た
っ

列
車
で
古
川
般
に
桜
到
し
、

中
止
斉
航
か
ら
丸
紅
港
岸
壁
ト
ト
「
引
き
、

高
雄
山
肌
ー
刀
、
り
門
市
に
戻
っ
て
、

知
事
一
ド
却
に
桁
f

＼

パ
市
に
来
ハ

令
市
山
机
を
刊
誌
？
二
、
台
北
に
日
川
和
い

J
Eは
円
一
叫
に

川
況
川
町
l
汁
」

L
Y

古
u
い
た

J

比
行
2

足
止
八
点
、

l
 

r
？、ォ

台
湾
神
計
i

的
大
祭
の
は
な
の
で
、

ー
て

i

品
開
列
を
作
っ
て
参
行
、
〕
た

は
衣
有
史
人
引
に
一
川
を
つ
つ

m
ツ
シ
込
山
沖
げ
た
こ
ぢ
べ
久
晴
朗
U
は
が
こ
れ
に
片
一
い
b
f

二
3
1
に
金
山
首
こ
ム
U
北
に
一
民
う
た
の
は
こ
の
γ
勺
事
の
た
め
戸
、
ろ
う
｛
円
山
町
に
も
ど
っ
た

の
一
「
け
八
（
ゾ
詰
｝

絞
、
沼
集
〆
人
J

パ
パ
蕃
（
台
北
州
の
デ
イ
ヤ
ル
民
－
P

J

一
日
州
の
プ
ヌ
ン
山
村
a
F
J
W
Y

州
の
ツ
オ
イ
絞
・
古
川
総
州
の
パ
イ
ワ
ノ
族
の
々
T
A
コ
今
日

と
l

l

J

U

J

工
J

Z
4
tノ
）

／

所；↑早よ；＇ Y)"l湾f了伴

日川寸

（
下
後
）

r: 

日
初

ιv」
今
川
同
町
〆
h

c

l

i

l

－一＝
1
H

liJ 
臼

博
物
館
を
客
向

L
と
役
、

h

均
一
泊
人
・
台
湾
人
が
混
ず
る
呪
長
行
列
な
ど
持
々
の
民
主
を
河
引
見
し
た
の

弐！？
ιμ

に一行
1」

し
て
ん
罰
百
手
掛
ワ
し
た
口
組
々
の
式
会
今
一
見
た
ハ
久
、
間
平
除
外
館
と
林
業
ぷ
験

本
白
院
へ
の
A
丁
校
ご
あ
る
時
市

公
苧
山
伐
と
た
J
古
竿
治
会
止
日
目
学
校
を
功
慌
し
七
校
、
円

14
軍
活
U
H引
に
行
き

寸じ
h 
JI I 
段
ト

阪人；L吊JG2 (S 277', I !103 2υ：：L 3 J 



ム
ー
湾
組
討
曲
一
ぶ
れ
の
講
演
会
聞
い
て
況
純
一
c

伎
は
口
氏
有
力
者
！
パ
J

名
を
一
日
ぃ
、
晩
祭
会
キ
一
し
活
動
H

J

口
、
な
ど
の
ふ
r典
、
を
液

L
ん
〆
）

研究ノ

三つ
E
r

午
前

間リ冗い同一

ぷ
斤
ハ
川
弘
法
隊
を
一
一
同
阿
「

新
八
ム
国
で
mhr
」
れ
れ
一
じ
内
全
小
学
校
中
一
合
迂
討
会
に
山
内

L
た

〈
出
場
生
徒
？
川
品
約
川
一
1

（」卜以後

ノと

江
川
己

U
7
J
d
H
1

－jJ
J

一打者口一
U
l

人
、
コ
式
川
山
い
ふ
一
日
い
内
皮
訪
れ

来
日
常
・
Z

パ
ゾ
と
す
ど
を
日
本
V
U
到
し
た

η

B 

丈！
μ
節
の
儀
式
＋
い
出
席
後
、

牛
徒
七
千
ヘ
ホ
人
が
山
場

L
九
一
台
北
市
h
γ
f
F八
A

P

J

校
年
徒
連
合
巡
致
ム
ー
に
山
内
、

新
公
団
刈
に
ノ
イ
さ
、

同
州
邸
後
、
米
凶
連
合
情
潔
司
令
寸
に
引
見
し
た
、

liJ 
11 

（
下
後
）

川
は
凶
日
か
ら
の
腹
婦
で
小
寺
川
ど
り
そ

J

C

伎
は
鉄
治
オ
一
ヴ
ル
で
よ
ヘ
ヌ
節
の
大
佼
九
日

自
動
車
九
一
刊
で
み
投
へ
間
同
行

（
出
席
者
は
内
心
。
余
九
）

川
山
ヘ
山
品
川
＼
山
口
ド
同
区
式
帆
（
が
あ
り
、

｛
久
引
当
～
円
山
品
川
市
ー
な
か
ノ
や
ら
し
い
）

V

J

；
1

1

1

1

、

台
湾
で
も
刑
判
設
祭
Lhベーヰ議

h

ん
が
あ
っ
人
J

久
以
｛
戸
は
山
総
告
柴
？
？
ヱ
γ
・
下
村
長

J

じ
に
記
入
yパ
U

川
か
ど
賜
ー
つ
い
て
、
午
後
、
九
日
北
ιピハん

ι、
耳目れ

J

配
っ
対
人
助
じ
就
い
と
〔
一

久
選
円
が
山
一
ム
ド

ζ
」

た
η

「んマ

τ＼
出
版
下
之
人
計
院
、

除
削
t

石
円
J
一外、

同
一
日
的

U
出
に
？
一
山
l
M

以
ド
の

気
時
朗
、
山
－

1

川
一
歓
待
之
岡
山
叶

口
同
誠
t

也
、
長
歓
迎
J
）
術
張
、
名
大
淳
司
殿
「
ソ
ι
J制
止
来
、
日
り
↓
品
川
守
也
」
c

申ヘア
J
M
吋
J

六
年
一
作

大
過
な
ノ
＼
終
一
j

J
人J
こ
と
た
安
坊
の
時
を
決
行

L
た

t
の
た
が
、

実
際
に
は
、
行
口
を
だ
祭
い
い
に
小
さ
な
事
ゃ
ー
が
あ
っ
と
っ
台
一
［
い
わ
す
リ

M

叩
寸
説

F
f
刻
子
氏
に
仰
い
た
こ
長
＼

同
州
兵
生
は
が
狼
狽
し
て
ボ
辺
の
た
約
の
件
同
市
川
を
す

到
着
が
予
定
J
り

f

J

分
ほ
て
；
か
っ
f
い
た
め
い
、

る
余
裕
が
な
ノ
＼
数
名
の
者
が
定
っ
た
た
め
釘
浮
の
走
行
十
川
巡
る
形
い
な
〉
な
川
責
任
守
感
じ
と
吉
記
G
h
が
作
村
山
人
主
円
呑
一
抜
出
す
る
事
能
〕

と
必
勺
た
い
？

久
洲
一
己
が
一
泊
三
犯
な
荷
主
を
望
ん
ど
の
で
不
サ
と
づ
る
こ
と
に
人
ゆ
っ
た
。
に
の
事
件
は

ト
際
l
ぐ
の
は
訓
い

な
J
J

た
ど
ろ
う
c

市
山
直
め
よ
、
）
に
、
久
遼
出
や
む
汚
で
の
討
い
阿
久
の
公
式
打

fbM
（

マ

日

の

小

学

校

の
川
町
九
「
迂
動
会
の
山
本
ザ
出
聞
が
～
円
汗
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／
＼
ノ
、
勺
た

生宕
M 

次
大
戦
後
の
象
徴
五
山
一
ヱ
ド
い
よ
三
、
慣
例
化
さ
れ
る

北
川
に
訟

1
Z小A
f

も
、
一
迎
合
通
到
会
参
観
で
一
一
副
人
目
「
の

ヨ
川
円
九
件
育
大
会
へ
の
参
列
を
「
則
戸
山
ギ
る
も
の
で
、
凸
た
十
一
の
荷
台
に
期
待
さ
れ
た
も
の
が
戸
一
こ
に
ω
総
括
さ
れ
て
い
る
ラ
そ
こ
で
は
占
有

E
t
d
l
k
コ
L

た
在
記
者
オ

t

国
下
室
袋
小
↓
一
と
新
〆
い

M
H州
判
的
出
入
に
よ
る

y
L却
が
れ
て
い
る

ま
ず
公
r
↓j

投
4
徒

γ
歌
》
た
奉
辺
款
を
引
出

自
治

し
て
み
よ
、
っ

（三｛
U
J
わ
じ
日
新
制
叫
H

山町主主川」川リ件品、

六
日
可
）
ハ

潟
は
ハ
け
し
、
今
日
の
上
き
円
に
、

') 

'" 

ぷ
育
判
明
一

j

皿、

か
し
こ
ノ
＼
も
、

松
ふ
な
る
、
竹
の
同
州
バ
ー
の
、

み
光
昔
、
州
き
ま
つ
る
そ
、
あ
り
が
た
き
／
忠
へ
ば
う
れ
し
、
き
の
ふ
一
」
そ
、
日
目
の
時
光
に
、
従
せ

し
が
、
ふ
J

は
は
た
こ
こ

は
わ
の
っ
と
ひ
い

選
の
、
こ
の
機
会
ま
た
と
あ
る

あ
は
ん
と
は

L
l
戟
宍

ル
ー
ど
め
ま
る

、
、
、
、

ハミ一」ゐぱ

ナ
ゐ
へ
わ
が
友
、

川
一
の
か
ぎ
り
、

は
だ
ら
け
や
」

J

歌
へ
友
、

ri品
目
」
に
よ
っ
て
台
湾
人
に
日
間
17さ
れ
た
設
寸
勅
認
や
亡
一
目
制
度
へ
の
感
謝
と
、

そ
の
門
尽
」
門
部
い
る
べ
き
特
劫
が
こ
こ
で

の
廿
品
川
で
あ
る
つ

レ
か
）
台
湾
人
が
花
山
山
叶
府
に
よ
ハ
マ
川
付
制
mJ忘
れ
ど

く
思
ハ
て
い
円
か

あ
り
が
た
」

一
は
札
の
っ
と
ひ
」
を
本
ノ
北
「
戸
、

ど
、
っ
か
は
奴
問
で
あ
ど

の
巡
行
が
土
ヱ
不
的
！
ト

内
地
人
」
を
、
ど
だ
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
む
ι？
？
三
忠
誠

ν

丈
パ
マ
ノ
ナ
マ
ン
ス
が

八
円
の

1

小
一
応
？
女
子
一
一
門
刊
一
高
等

J

ア
マ
片
山
の
一
訪
問
、
＝

寸
寸
〉
と
了
主
主

「「
1
0
士

5

f

／ムリド

引目見、／

ぺ
円
の
泌

の
運
動
会
な
ど
に
限
つ
れ
て
い
F

ご
と
に
ち
返
わ
れ
て
ド
F
Q

？
？
り
丹
、
あ
る

の
あ
り
が
た
さ
十
士

日
た
ち
総
督
！
川
幹
部
は
、

~ 

H 
'"' 

三

｝

t
J

す

υ宍

に
在
仏
日
日
ぶ
人
」
切
ら
〕
め
る
こ
と
を
ま
叫
〆
に
い
た
の
で
あ
る
一

「
ぶ
詩
人
や
け
年
春
一
は
、

γ

？
と
し
て
提
灯
ノ
れ
列
や

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

を
々
の
局
、
芸
a

校
校
L
訪日
J

さ
れ
る
形
戸
、
＼

久
川
旭
｛
呂
か
り
の
視
線
を
ほ
ぴ
、
問
JtfrJ

灼
な
川
ゆ
と
い
川
書
店
い
で
し
て
の
認
知

証
一
の
反
行
い
は
山
離
感
に
よ
っ
じ
吟
憶
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
た

J

仮
泊
基
年
カ

現
象
九
牛
、
丸
山
民
対
は
そ
の
占
巾
ぺ
治
論
丈
で
一
へ
だ
た
り
の
パ
？
人
と
川
町
ふ
ん
だ
が
、

寸
大
白
へ
の
出
縦
一

に
よ
っ

CI「小川｛じ一
d
れ
る
こ
の

一
制
同
仁
」
ー
と
は
こ
の
拒
組
の
感
覚
の
情
説

的
i
h
M
に
ほ
う
な
ら
な
い

総
h

叫
片
山
け
い
悶
官
ム
ハ
；
円
民
間
令
柴
山
ト
紋
抗
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／
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／
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な
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秋
の
r
行
中
川
行
啓
の
希
望
J

て
い
よ
、
行
啓
そ
の
も

－
 

tf！ 

〕
ニ
コ
、
f
L
土

〆
υ
i
J
Y
J
L
v
y
h

人々ょっ
d

、
り
ロ
門
志
を
仔
た
c

し
か
し
手
九
の
芯
要
性
は
認
め
つ
れ
た
が
、
皇
太

f
の
負
担
ぃ
V
U
M
4
仁
な
る
と
の
町
出
で
、

F

ヱ
パ
年
の
行
き
宇
へ
胞
は

rL活
ら
れ
た
当
日
記

お
そ
ヤ
＼
む
？
年
の
わ
き
い
同
注
が
つ
い
と
と
い
？
’
丈
J

出

可
ヘ
ロ
一
一
一
い
）

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

じ
h
～
＝
部
」
首
！
y
l
J
L
f
替
市
笠
を
山
干
し
人
れ
、

は、
J

J

M

H

一に
M
u
G

日
よ
れ
に
は
戸
山
恒
交
捗
に
ま

J

ん
ιイ

フ

ヤ

〕

戸

、

日

均
一
に
担
任
司
刈
？
川
り
の
／
ト
川
一
川
八
五
れ
の
約
束
を
取
り
つ
げ
た

（
日
記
」

十へ正

庁

！
l
J
l
＼
弓
」

J

C

Y
F
F
F＼
 

総
司
H
吋
の
長

r
・
河
川
口
叫
長
を
招
集

L
、
叫
口
の
行
啓
リ
仏
主
に
つ
い
て
一
一
円
引
す
る
と
ど
も

じ

い
じ
に
’
パ
比
＋
い
灯
包
し
た
川
は
、

。
日
）
「
ヘ
）
奉
迎
は

に
、
以
下
の
よ
う
な
訓
示
や
お
こ
な
ワ
た
ぺ
日
芯
「
一
大
正
一

同
ロ
キ
れ
れ
挑
円
な
ら
な
い
よ

静
粛
古
川
宅
」
を
Jhと
寸
之
ニ
ト
＝
三
一
」

方＇＇.＇

け
む
に
余
裕
を
叫
ー
に
せ
、
負
担
涯
最
に
な
、
レ
ノ
な
い
よ
う
に
注
意

7
る
こ
と
〆

の
時ド可
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刊い叩ニコ一、
y
L
十

lて

t
l
u
v
J
J
L
J
 

外
刑
j
l
威
厳
的
方
法

研究ノ

市

γ

昨
日
、
再
度
上
京
〕
た
川
は

を
で
き
る
F
け
避
け
、

必
辺
一
日
以
に
は
「
コ
叫
利
支
は

の
法
山
門
れ
な
を
れ
ら

t
F？「〆一

γ
回見一
1

円
山
・
村
山
茂
九
・
仲
山

j

刀
汁
義
な
ど
が
台
汚
行
君
に
反
対
L
乙
い
る
こ
と
を
川
一
J

た

れ
は
戟
鮮
カ
ら
ら

M
U科
ι
l
u日
笠
が
出
て
＼
ブ
山
一
ア
ヤ
と
を
警
戒
1
J
れ
ん
も
の
だ
っ
た
っ
帆
鮮
は

γ

ヘ7
1
天
阜
一

ro太
p
j
の
y
一主

J

ぷ
品
開
鮮
、
て
は
川
存
ハ
な
り
、

phZ円
の
治
安
は
交
疋
し
ζ

い
ふ
こ
と
ら
え
」
パ
十
け
亡
、
日
l
M
M此

に
行
自
し
た
完
結
が
あ
る
こ
と

対
九
訴
を
説
沼
LLh
一
に
臥
述
の
よ
う
に
、
宇
、
は
凹
ャ
絞
首
出
川
幹
市
は
ム
U
汚
議
会
設
当
送
致
の
設
向
に
件
粧
を
尖
ら
せ
亡
い
れ
ん
が
、
子
h
を

」
を
感
じ
て
い
る
と

－〕、一ヤ一

〉

f
T

一
司

L

7

片

月

九

日

」

布
川
留
学
ザ
な
と
の
部
の
勤
き
に
ず
さ
な
い
と
強
心
ノ
し
、

「
円
出

大
正

'.l 

打
開
口
の
け
符
と
我
山

こ
う
ぷ
ふ
川
仁
出
F

ト
ん
子
の
ム
法
行
政
コ
は

性
人
民
は

忠
実
順
良
で
叫
山
川
J

し
の

アL

Fh

同
汀
に
挙
行
さ
れ
た
へ
出
削
に
併
」
1
し
一
近
い
穀
成
に
み
た
る
北

一一、7T
l
l
 

耳
、
京
主
川
布
は
れ
丹
一

i
ュ

〉

J

ミ

、

円
F

－d
y
F
カ

9

一
川
成
久
｛
日
が
フ
ラ
／
ス
で
父
寸
法
ラ
散
を
十
也
、
）
て
死
去
す
る
ヲ
件
が
あ
り
、
干
｛
一
ド
f
f
廷
判
川
、
〕
た
去
の
こ
こ
μ

？
っ
た

J

出
発
ば
同
日
一

ハ
司
か
ら
二
〕

i
t
t
の

川
一
潤
い
足
ら
ず
ご
あ
る

こ
の
司
、

日

、十円及
η

J

J

立
体
ニ
ハ
、

idγ
裂
に
乃
ご
、
～
I
主：

rhJf
三
」
乃
土
一

：t
〈

A

f

t
－
ノ
！
？

J

l

j

i

－

－

t

F

4

J

〈

［

一

は
粕
力
的
に
人
川
湾
一
笹
川
井
必
を
従
察
l
J

た

そ
の
じ
紅
は
以
て
の
ど
お
り
で
あ
る
つ

七

ノl

2
H
比
滞
今
ー

の
近
府
知
伺
：
淫
日
以
占
を
周

L
と
役
、
基
山
川
刊
に
v

札
十

L
八
パ
此
到
着
、
山
花
封
。
「
込

lc
沼
山
υ

IL 
日

列
市
？
で
ム
円
比
釈
を
活
ち
、

日

いずム中
F
F門
中
か
も
り
人
口
南
に
行
Jvd
、

新’
T
を
経
て
九
日
中
ト
↓
け
さ
、

川
知
事
一
弓
舎
一
一
、
（
伯
1
U

川
川
記
事
官
や
で
川
向
〈
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日
五

E

7

ハ口一円
じ
日 E 

引
机
め
か
ら
列
聞
で
」
存
市
、
じ
一
行
主
一
、

久斗

lbL氾
官
ず
よ
～
後
、
二
τ
…刷工
J
Pっ
列
止
で
育
雄
へ
行
主
一
、
以
門
註
記
況
の
÷
賢
官
民
飴
で
宿
泊
）

E 

M
川
伝
治
か
ら
軍
縮
で
以
洲
山
ゾ
を
N
N
T
基
隆
仁
川
カ
う

（
的
巾
泊

制
官
給
λ

公
立
を
認
可
れ

J
f枝
、
有
地
の
ふ
一
ぺ
mHP弘
に
］
り
よ
心
。

刈
日

竹
本
降
告
か
、
り
ム
円
止
に
一
民
h

日
紅
白
石
邸
む
泊
ハ

小l
品
川
述
内
側
主
の
れ
め
に
、
裕
仁
の
I
4
M
M
一
場
山
を
刀
一
ア
ゴ
リ
：
日
ト
分
類
す
又
九
十
三
、
以
卜
の
よ
ろ
に
な
る

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

J
A

人

～

0
0

7（

f
1
 

子T

市
ij, 

草
山
る
北
投
や
視
察
し
た
夜
、
台
北
に
一
民
る
の

人口北吐
mf

祐
一
仇
加
旦
に
U
H
げ
て
出
港
一

つη

ι＂＂ 
r
m
m
二
人
汁
桃
山
校
門
川
町
臣
会

19 

）
A

一
市
川
校
施
設

" 

ーコ
i
i
f
川
引
車

l
tか
じ
山
パ

ー
と
1
7手
起
し
正
凶
υ

一円｝
J

、
？
向
山
催
中
学
校

（
刊
日
）
、
ハ
い
南
公
斥
（
叩
三
、
行
持
制
官
お
株
式
会
社
主
回
一
弘
｝
）
、
献
本
実
刑
試
九
日
取
場
（

～ι弘
同
ソ
均
w
T

：↓

1
1
j
1
1
7
 

一
一
一
村
山
史
的
記
念
物

沼
山
川
ヘ

I
4
軍
l
降
1
J
J

法
日

16 

fl 

国j

一
）
殺
育
問
別
法
施
設

ム
叫
に
帥
範
学
は
は
止
、
レ
J
U

川
マ
属
ト
斗
月
三
は

18 

め
い
い
い
小
学
校

刊
日
＼
ハ
1
中
第
一
中
学
校

I~ 

、1
1
：
l
J

〆f

け
有

小
学
技

校

fm＼
十
iu雄
第
一
小
学
校

J2M高
等
小
学
校

（
叶
叫
＼
高
雄
第

（
お
＼
台
北
第

向
守
r
T
K
品J
佼
（
お
）

ムμ
河
川
叶
夜
反
託
会
（
口
大
巾
巾
ん
川
川
兆
一
叫
（
刊
日
＼
両
等
法
悦
及
び
一
同
生
7
検
京
一
同
（
日
間
）
、
人
口
U
中
水
道
水
r
J
地

ムベ
J

卜
し
品
守
付
勾

I
J
f
f
 

川
）
実
業
関
迷
花
設

、
J

司
日
攻
防
間
株
式
ム
京
社

っ
こ
汁
い
は
川
円
円
山

υ

日一、

〆

1
～

際
了
白
マ
円
J

笠

（山山）、

第
一

ι」パヰ仁枝

〆
汁
山
）
、
台
北
山
古
川
下
京

（却）、
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、
i
l

筑
｛
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高
4

h

八川同（叩山

研究ノ

五
）
単
車
中
一
抱
一
一
万

I
J
公
要
以
前
e

説
法
部
病
院

総
点
目
将

人
）
行
政
施
設

七
）
也
事
・
以
来

化
同
一
火

l'l 

パ
技
巨
人
灯
↓
川
内
・
合
計
悩
物

ヘ
下
戸
い
陸
競
技
小
九
ム
目
、
お
て
、
い

九円市内市
γ
1
J
Aハ了日
γ
ド

平
徒
な
行
刈

小川口、九
j

島
件
J

校
連
ム
注
説
会

ポ
ワ
リ
キ
伽
均
一
丁
U
U
J

へ
P
J

i
fー
：
／
1
5
f
2

人
」
一
戸
内

d

棉
し
樹

乱
、
が
樹
）
、
主
」
尚
一
工
大
隊

）

I
f－－

i
 

z
1
2
1
ネ
ー
？

九）

A
哨
h
v
h

一
［
一
冊
河
イ

rm）
、
ん
け
じ
分
自
大
隊

〔
引
叫
」
、

嵐
山
海
平
町
線
霞
居
川
一
坊
盟
主
（
何
一
）
、

（刊一、

歩
行
八
常
連
隊

ι〉
ムdυ

か一丘、
μ弔

''6 

ア
ル
川
、
丘
ヘ
士
早
川
M
4

：

J

、一t
i
p
J
1

恥
降
重
一
M
丘ぺ？
γ
八隊

主
主F
 

ヘ
ゥ

j

－、
f1」一

一
日
三
九
I
ド
刊
丁

（
川
印
；
台
市
川
庁
「
山
」
、
高
松
州
行
一
円
｝
）

お！
竹
州

／げ）、

ホ
什
人
ん
L
t
円陀

（国）、

U
T
M分
間
川
弐
（
川
山
、
、

｛
虻
じ
ノ
（
刈
a

1青
オマ

〆へ

のハ
“U 

網
打
机
記
船
読
漕
二
円
U

長
打
川
／
什
一
刻
・
松
一
則
行
一
判

計
」
、
十
一
川
一
飛
／
什

、
手
l
J
b
立

t
l

ペ

J

山
均
糸
川
内
儀

z5 

泊

vvZ
、
FV
必
貰
司
令
部

九

8
、

／

1
 

、
総
九
H
～u
k
m
仲
斗
守
山
川
｝
（
問
、
一
一
む
と
、
ん

J

兵
第
二
一
同
隊

紅
一
、
林
樹
）

ム
少
行
〈
第
沼
山
時

裕
樹

（
蕊
「
雪
」
）
、
「
芳
」

の
津
、
日

ー
〔
斗
一
昨
」

ー
日
比
ノ
什
山
中
川
口
の
涼
途
の
肌
川
小
で
満
二

A

殺
を
辺
、
え
た
、
仙
川
行
ベ
、

い
う
ま
で
も
な
ノ
＼
行
啓
の

l
析
や
内

日
は
六
ヘ
｛
一
吟
二
あ
ム
叫
〔

容
は
総
司
H
寸
一
ぃ
宮
市
一
中
日
明
係
苦
に
そ
っ

F

仁
科
告
な
計
画
が
注
て
h

れ
た
が
、
川
畑
氏
地
の
台
湾
ご
は
本
土
と
は
呉
な
る
意
止
が
必
い
ち
J

っ

た
n

そ
の
凹
で
は
旧
の
劃
ト
γ

も
か
な
り
重
品
な
々
公
示
存
引
だ
し
た
と
忽
保
さ
れ
る

U

実
症
を
見
ご
一
点
こ
う

U
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iix 
I昨丈

｛
口
北
口
の

出
会
、
J

た
J

白
川
口
説
は
え
剛
で
そ
の

J

町
一
後
を
供
ム
託
部
の

る
形
で
あ
る
有
欧
は
一
府
の
際

に
武
川
氏
、
東
川
同
の

－
安
え
っ
た
こ
と
え
較
す
る
と
、
況
距
離
で
あ
る
一
ド
も
か
か
わ
ら
す
ほ
殺
が
大
き
か
っ
た
供
辛
口
式
総
勢
円
名

亡
、
牝
野
育
内
γ
八
仏
げ
を
は
じ
め
と
よ
す

pω
剖
川
市
川
人
、
作
守
口
一
九
名
の
ほ
か
、
自
動
小
淳
一
転
手
、

j
て

巡
院
の
作
ハ
主
一
全
員
h
d
一
一
一
日
々
引
ど
っ
た
こ
1
l
μ

比
し
て
、

お
J
、
持
鉄
工
ま
で
九
泊
ま
れ
て
川
、
九
九
口
内
一
以

い
λ
小
に
1
八ぃ巾
γ
か
れ
ん
人
っ
た
か
カ
わ
か
Q
J

行
自
門
の
湾
山
が
八
ぃ
？
カ
り
だ
っ
た
の
は

よ
川
村
の
ヨ

l
ロ
ヴ
パ
で
は
必
裂
が
な
か
J
J

た
も
の
を
、

r
一
円
の
に
は
持
者
ノ
オ
ふ
必
泌
が
あ
っ

た
と
い
、
7
ニレ
t

J

じ
は
な
い
だ
ろ
、
つ
む
し
ろ

一l
J

人
研
と
ー

μι比
」
を
表
象

1
る
4
と
仁
ょ
っ
と
、
吉
氏
告
と
し
て
の
域
肢
と
正
統
住

必
裂
が
あ
っ
と
の
で
あ
る
コ
悩
仁

に
官
、
v
た
同
月
一
六
円
何
日
記
戸
、

一位吋別ム問叫川河

に
う
い
て
以

l

ITI 
hよ

の
よ
う
な
説
明
を
レ
て
い
る

特
別
f

刊
符
、

下
所
特
ハ
秀
吉
川
川
↓
ポ
採
凶
用
、

輸
送
一
円
廷
応
ト
守
主
柄
、

限
十
小
川
f
M
明
J
h
M
E
府

政
府
特
派
泣
泣
内
騎
打
（
約
四
日
一
也
、

丸山之、

ろ
勺
山
件
、
セ
ベ

「
i
七
日
〆
叫
発
V
F
ぷ
戸
、
彼
い

ι…
皇
太
子
之
儀
礼
町
L

安

t
る
に
特
川
刊
ぃ
吋
一
得
L

一
馬
ザ
に
よ
る
わ
什
）

ト
J

A

U

♂い
d

十
寸
吋
リ
一

（
」

1
4
H
J

安
以
γ
J
て
認
め
つ
れ
た
も
の
ず
、

剖

i
に
け
品
川
隆
か
り
列
産
て
台
北
町
恥
に
戸
ド
た
位
、
台
北
町
恥
か
ら
宿
舎
の
計
一
任
育
郎
ま
で
、

州
、
リ
の
百

邸
か
ら
総
hmH
小
川
ま
で
の
往
得
、
そ

J

て
前
ム
ロ
の
日
の
｛
い
邸
か
ら
ム
μ
北
以
ま
ξ
の
1
r
h

ヰ
一

T
主
－
一

J

も

ム

O

T
－
－

u汁
J
7
／
ι
J／

d
l

「
勺
ナ
ヰ

r川一
1

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

丘
（
約
州
（
J

討
を
防
送
し
て
き
た
の
ご
あ
る

な
お
近
一
判
長
の
ほ
か
海
平
ギ
由
主
隊
も
阪
利
い
て
い

f
u炉、

か
れ
じ
り
は
供
辛
口
口
名
に
合
主

－

7
為

、

2

j

t
し
ゃ
d

”

令
指
で
冗
両
の
お
宇
i

の
生
却
は
円
引
な

f
づ＼

呈
ん
子
店
4
も
っ
た
い
唯
一

I
岳、
y
L
H
W

一
「
人
の
続
日
が
そ
れ
を
先
導
し
た
f

治
二
の
あ
宇

は
束
｛
呈
へ
た

山
主
呂
、
八
守

J
侍
主
、
第
四
は
出
山
川
大
出
・
東
出
出
幸
治
一
ソ
コ
＼
黒
人
恨
の
応
中
に
は

Iイコ

目
白
身
が
乗
り
、
最
俊
足
を
続
一
只
が
一
一
チ
刑
し
た

出
は
こ
の
け
の

u己
て
、
台
市
山
駅
か
ら
総
督
出
向
ま
で
の

h
引
を
一
成
渋
川
ム
マ
、
心
ゆ
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研究ノ

円
U
i
f
ペ
最
大
川
砕
し
快
と
口
貸
し
て
い
る

川
口

ヘ

一

】

口

U

）。

式
取
々
、
於
｝
一
島
、
か
属
純
白
よ
小
宮
主
Y
九
十
八
盛
儀
迎
一
こ
主
一
主
、
さ
ら
に
山
町
4
8
の
宵
心
か
ら
掛
一
h
h

ト
市
主
て
の

「
安
係
ム
マ
同
｛

二
日
訊

台
北
収
か
ん
総
督
信
仰
州
ま
で
の
口
取
y

刊
の
行
刊
の
い
刷
費
防
閣
は
ヘ
h
d
だ
勺
た
リ

メ
ー
ト
ル
は
μ

の
ル
躍
と
が

F

子
世
什
き
を
す
る
よ
う
い
、

行
路
は
由
に
一
ー
ド
回
し
、

そ
L
亡
最
終
じ
の

5
印
か
ら
内
比
駅
王
で
の
所
長
持
問
は
九
汁
て
っ
た
。
山
山
川
付
LT「J
せ
た
古
川
問
は
ム
U
E
C
宇、に

一
片
道
五
分
だ
っ
た
に

寸
μ
戸
内
行
部
か
ら
総
督
古
川
ま
で
は
J
V線
で
行
け
ば
h
r日

一え

5
立

t
：
L
3
く
U

川

U
F
L
i－
－

E
1
1
を

h
u
v
b
r山パ
υ欠
t
寸
情
川
主

F

2

i

l

l

－
 

七
分
間
で
、
侍
同
一
一
つ
、
一
立
ι
ロ
メ
｜
入
札
符
度
一
じ
走
っ
た
訂
首
に
な
る
じ
旧
た
も
総
む
府
は
こ
れ
だ
げ
の
た
め
に
十
芯
の
よ
う
な

大
が
か
り
な
浦
山
を
し
た
の
じ
あ
る
c

な
ぜ
川
m
た
ち
は
こ
の
上
、
つ
仕
出
出
を
思
し
つ
い
た
心
だ
ん
、
っ
か

遊
山
発
時
の
五
ね
が
あ
る
へ

判

位j
；す

京
三；z
＂~ 
l''iτ7 
（立ナ
,,) 可目
。八ノ、
内J J〆
ふ1: :c, 

うf

院
院

bu段
ー
を
御
同
行
、

一
、
の
と
き
臼
は
v足
立
に
い
て
、

ート
JPU

R
－
 

rd
辺
、
一
川
隊
学
生
、
以
列
一
ご
日
側
、

チ手
人

刊
一
川
松
沢
（
伶
昨
）
L

（

d

寸
寸
パ
ゴ
比
」
大
王
一
、
υ年
二
月

3
1）

山年八元、

，
日
朝
山
捌
以
来
、

可
、
馬
情
ケ
八
一
と
医
大
－
殺
の

huk表
現
し
た
格
A

の
訪
欧
の
際
、

ν
ー
ょ
、
ぺ
い
）
ι
ー
の
℃
ふ
の
？
匂

こ
の
よ
、
つ
に
例
外
坊
に
符
汁
凶
詩
を
使
一
リ
た
ほ
か
は
、

一品川心別
f

凶
簿
」

Z
使
ウ
b
h

ん
川
町
と
し
｛
、

孔

の

川

沖

伊
半
日
同
一

同
ム
ゲ
一
誌
へ
さ
す
ら
れ
、
亨
、
士
号
ハ
輪
の
湖
町
よ

京
寸
川
駅
い
で
つ
問
問
問
活
ま
で
E
L
A
J
に
涜
わ
ど
J

前
)L 

いλ
玄
迎
且
角
川
、
如
一
…
、
北
時
半
、
自
決
隊
阿
政
吹

百
の
脳
十
一
に
あ

j

九
ん
の
は
こ
の
時
の
光
一
不
戸
ろ
う
c

「技

か
れ
が
い
口
幸

J

桃川以

L
た
石
山

ご
丹
況

hト
」h

八
’
口
、
て
れ
以
札
の
地
方
で
は

り
お
車
に
よ
る
一
同
淳
ど
っ
た
り

六
台
の
行
列
だ
っ
た

f

二
人
口
日
は
川
源

自
力
事
自
簿
は
ム
門
比
ご
は

九
台
、
古
川
放
で

卒
、
二
台
日
に
門
干
伝
子
、
F

て

に
俣
市
民
員
一

7
h督
が
つ

先
調
に
ぎ
怖
の
安
部
二
一
%
と
憲
民
土
竹
が
乗
り
、

メ
〆
一
ー
号
ニ
rJ人
J
3
4
5
r
pふり
j

一

y

v

！

L
l
t
h
v
f
J
J
J人

i
一
－

S

♂

J
h」

c

指
定
さ
れ
た
平
問
距
離
か
ら
り
川
す
る
と
、
行
列
は

弘
太

f
が
来
っ
た
申
向
は
は
斗
つ
涼
弘
缶
｝
だ
っ
た

パ
1
1
1
2

品、

J

l
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池
の
率
一
刊
こ
ヰ
別

L
亡
、
万
円
ヰ
ア
た
ら
が
川
町
沖
に
些
ん
↓
J
J
T
目
前
別
で
き
る
よ
ゐ
－
L
E図
し
三
の
で
あ
F
Q

｝

総
督
府
雪
作
い
吋
の
相
川
古
す
け
じ
｝
ふ
れ
ば
、
副
総
／
口
動
内
ハ
向
列
ノ
先
導
玄
牟
ヲ
為
ス
ベ
キ
一
吋
ノ
一
ン
ア
】
一
汁
ノ
紅
桁
ル
日
シ

人
九
中
」
ス
べ
汗
内
議
中
ハ
特
一
↑
堅
牢
7
ル
ー
ハ
ト
ソ
ン
ワ
守
新
一
郎
人
～
〆
之
ガ
扶
…

J

町
二
ブ
ハ
ザ
ス
ベ
L
K

中
川
和
子

7
人
選
ノ
L
し
、
反
復
実
施
法

f

、
山
町
～
と
ハ
、
つ
口
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
立
車
中
間
ど
け
は
登
仙
を
考
古
汗
し
て
新
λ

一
ド
購
入
し
た
子
、
残
り
は
総
百

川
行
ブ
行
ハ
シ
メ
タ

山
川
が
づ
で
に
町
有

L
C
い
と
平
両
と
い
う
二
と
に
去
る
の

保
証
の
布
中
間
以
ノ
イ
作
用
に
か
川
官
庁
が
特
別
に
塑
京
、

め
ゐ
い
は
ず
い
〕
邸
な
F

L

に

上
る
主奇

~＇ 印
を
r,;,; 

Pヤ

σ〉

＇、
L 、
にL つ
M , 
3と口
さ勤
1し耳了

戸ご σ〉
し、 ス宝
えn度

市
巾
は
列
店
一
ヘ
マ
J

ル

一
キ
ロ
メ

l
L
ル
討
，
）
、
そ
の
胞
は
一
グ
／
ル

（
九
士
、
口
メ

1
ド
ル
抜
♂

仁
、

b
p
U
D
3

ノ＼｝

J
こ
F

ヘ。：

l
u、J
r

Z

2

J
七
二
レ
一
子
、
J
？？
ur

し

d
J
V
J
〈

l
i

［

f
ノ

1

v

z

d
［

」

I
L
i
－
－

主
要
都
市
で
の
歯
待
に
よ
る
行
列
の
ほ
↑
は
、

六
U
J
に
掲
載
さ

ザ
ル
Y
4川

M
Z
u
h
v
h
E
J
ニ
コ
、

X
9
h
r々
H
2
7
J
J
7

一
ム
じ
汚
川
］
は
十
一
材
報
」

ノし

,, 

け

れ
た
列
車
の
試
亮
私
の
校
総
は
以
下
の
と
お
じ
で
あ
る
一
（

1
時一＼

I
R号
u
川
一
の
優
秀
な
機
関
市
を
先
頭
と
し
て
、
次
に
小
7
1
M物
申
、

布
一
只
平

γ

削
、
御
N
U
中
、
活
己
車
、
民
主
中
の

、
中
山
小
人
な
る
御
パ
申
は
保
担
任
〕
ま
ば
ゆ
く
、

十
げ
に
法
青
色

f
中
止
ム
ム

1
f
j
i
 

卜
途
ら
れ
て
ゐ
る

こ
の

ιす
J
は
恭
陵
台
北
町
の
試
逆
転
に
つ
い
て
お
泣

d

た
も
の
だ
が
、

よ
南
部
へ
の
試
遠
山
九
も
そ
の
後
に
行

わ
れ
た
ら
1

い
亡
列
店
は
機
関
戸
奇
A
I

め
る
と
全
八
都
三
、
自
動
一
市
街
簿
ζ

…
川
じ
ょ
っ
仁
、
ミ
ん

f
の
反
っ
た
亙
可
は
決
泊
に
塗
つ
ぐ

h
 

小
一
円
主
司
と
円
で
市
引
で
き
る
で
1

じ
L
足
。
列
門
の
み
弘
行
速
尽
を
許
MHr
－－

9
白

y
、

ハ
〉
刈
ワ
キ
ロ
メ
ト
ル
ほ
と

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

ワ
ぶ
子
の
列
平
は
除
時
が
い
別
列
占
だ
が
、

主
同
の
列
記
タ
イ
ヤ
と

F

一
校
ず
る
ず
、

；
じ
リ
：
セ

止
守

1
t
l

－

しa ナ

し通 jご

っこ

はiと
,, ~ζ 

じ勺 オフ
i重治、

敗。
に

ii '11 
な渋
い Fな
' 4、

' 

一
っ
と
も
＃
討
し
れ
↓
の
は
治
皮
そ
の

b
市
げ
と
は
な
く
、
本
山
A

行
事
に
劇
祢
を

に
け
一
九
ト
先
宇
・
忠
一
平
寸
i

る
一
一
と
だ
っ
た
て
ろ
う
c

山
目
覚
・
到
古
川
吋
山
川
y
h
仰
に
恥
ノ
を
除
き
、

さ
た
さ
な
い
上
司
つ
に

中
注
「
仙
沼
崎
な
止
可
川
ず
で
は
な
く
一
立
分
刻
み
で
ぷ
め
ら
れ
ζ

ハ
た

f

も
う
ひ
と
つ
渋
リ
ず
べ
き
比
率
に
お
け
る
川
ァ
？
l
マ
シ
ス
で
あ
る
〈
九
U
J
A
は
中
匡
前
方

h
u
刈
ず
る
防
衛
と
勢
力
批
I
人
的
犯
出
レ
考

之
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ス
ら
L

れ
と
い
七
ー
の
で
、
F

守
汚
津
は
そ
の
仙
の
出
一
設
と
は
異
な
っ

il 
ー各九

平
の
山
い
は
前
一
一
法
隊

主再

研究ノ

山和
zー
は
戸
一
れ
以
外
一
」
台
湾
軍
司
令
部
、
台
出
分
回
大
隊
、

山
洋
平
川
線
乏
情
柄
、
こ
基
院
の
ク
ー
ル
ベ
浜
を
志
望

L
た

J

立
隆
4
E
Z

同
国
兵
十
八
隊
を
一
訪
問
〆
、
間
見
川

隊
（
J
日
夜
」
、
良
川
よ
持
で
あ
る
ー
か

ま
た
ゴ
芳
三
は
日
比
を
遥
ば
な
；
か
っ
f
d
u
F

什
北
し
よ
！
甫
の
低
戎
病
問
、
鳳

山
知
線
京
む
山
市
川
、

日
化
マ
戸
港
分

ι一
人
除
、
；

m分
屯
中
町
昨
い
向
い
」
九
て
が
中
日

L
た
。
例
外
崎
な
川
崎
合

午
前
松
山
川
イ
キ
ン
ク
と
肯
山
時
比
投

じの市巾品川斗」

を
添
い
亡
裕
J

が
軍
服
で
還
し
、

ヰル
γ

斤
ハ
第
連
山
崎
と
岳
民
杭

辿
隊
で
は
乗
ぬ
れ
を
、
間
正
〈
し
ん
の
は
、

町
山
市
川
戸
己
的
行
啓
と

同
じ
や
り
方
を
民
い
た
と
も
い
え
る
r

し
か

L
一
ム
什
持
け
は
示
祁
一
（
人
正

午
何
日
二

k
u
uけ
）
に
術
主
民
黙
止
に
討
さ
れ
川
町

F
5」
ー
と
あ
る
よ
う
に
、
裕
仁
が
来
っ
た
お
は
東
駅
か
ら
混
ん
だ
も
の
が
，
た
状
奉
買
の
な
か
い
山
抑
制
以
て
や
馬
了
が
含
ま

れ
て
い
る
の
は
ご
う
し
た
哩
山
に
よ
る
的
だ
λ
う

前
述
の
よ
ろ
に
供
奉
員
数
が
限
れ
あ
が
r
ι

た
の
は
、

の
演
出
に
そ
れ
だ
け
の

ιい
拒
げ
が
必

ιだ
っ
た
丈
め
じ
あ
る

か
れ
つ
が
様
々
な
I
1
で

U
木
内
地
ご
の
ト
ド
fん
に
出
執
j

わ
ん
の
は
、

一
内
地
M
t」
」
百
二
義
」
一

仁
」
の
ア
イ
斗
一
一
；
に
満

ι

、ιJ
九

Jh
 J

 

な
お
こ
の
い
一
山
酬
の
胃
庄
で
も
ふ
れ
た
よ
ょ
に
、

皆
川
一
河
川
怖
に
治
二
述
隊
で
衿
イ
は
栴
樹
の
促
樹
あ
）
た
に
見
事
な
樹
に
育
っ
た
刊
り

nυ 

「
神
T
A
」
〆
一
昨
～
は
れ
て
い
た
こ
い
う
）

成
I
4
1
5平
の

、

第

J

’－
p
i
t
ι

、

i
J
I
 

r
z／

止

開
斤
了
値
目
帆
の
事
実
は

に
川
刻
印
叩
々
C

へ
そ
の
絞
、

思
な
る
記
隠
と
〕
工
継
承
さ
れ
少
の
）
よ
め
る

」
動
員

行
爪
け
を
位
、
凶
二
七
日
行
じ
、
「
ー
ん
「

M
Uじ
新
持
」

は
皐
丈
了
の
人
口
湾
千
円
ー
の
場
開
J
U
A

拍
勺
し
た
カ
－
F

E

川
り
の
針
や
か
v

な
か
い
画
詩
川

i1 
、

：
一
雨
巨
の

と
注
さ
れ
た
も
の
一
℃

作
ハ
オ
口
H
r
T
徒、
λ
山
早
川
机
に
庁
長
し
た
裕
「
が

問
氾
に
が
八
戸
一
刻
叩
一
半
刊
た
ち

の
行
制
引
に
千
を
採
り
な
が
ら
恭
い

γ～
い
る
、
安
を
措
い
た
も
の
で
あ
ゐ
c

並
山
川
に
い
る
ギ
迎
守
た
ち
は
、
加
す
ち
か
ら
み
て
ん
十

R
が
「
パ
ー ？ι色
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佐
一
で
あ
る
こ
む
ろ
F

で
」
れ
は
新
附
立
に
主
人
V

幻
像
記
で
あ
る
が
、
ご
こ
に
は

f
ペ
に
込
め
ら
れ
た
期
待
が
た
明
さ
れ
て
い
る
こ
行
司

が
終
わ
り
に
近
つ
い
た
週
刊
日
↓

ム
f
夜

m

ε私
た
ち
の
終
に
佳
品
時

J
L

の
は
ム
ヂ
白
河
人
の
教
育
を
似
F
見に

口
付
4
紙
は
、

「（前山町｝

な
叶
、
川
悶
h
H
h
γ

如
何
に
も
山
花
同
亡
の
仕
能
度
て
あ
に
円
せ
h

れ
た
予
と
あ
る
一
と
述
べ
た

F

L
ぃ；

一

A
Z
プ

の」々
に同門祁ト九

L
y
f

八
限
停
戸
い
紡
間
」

の
占
山
泣
だ
っ
子
の
て
あ
る
n

ト
υ

ろ
ん
池
の
報
道
陣
川
刻
む
同
線
な
，
Y
持
を
川
し
ん
川
二
♂
口
一
＝

の
H
U
u丙

店
J

段
出
殻

じ

τ
の
訴
は
人
わ
り
）
は
、
任
，
門
的
混
雑
と

J

収
治
的
川
口
出
の
か
ヘ
ル
に
担
、
三
＼
杭

の
時
代
思
議
の
影
逃
一
で
、
ロ
湾
・
転
引
の
人
弐

が
円
木
内
統
治
慌
に
対
す
る

つ
ま
り
去
一
閃

阿
世
相
詳
よ
り
は
f
H
tが
安
J

て

小
ド
不
品
川
山
川
田
山
恕

γ心
ι
た
え
れ
ず
い
る

と
指
摘
し
た

し
て
い
る
台
詞
も

お
鮮
が
千
山
火
パ
い
な
ら
、
J

巳
円
以
北
火
山
」

I' 

の
次
世
山
だ
と
い
う
〈

視
川
仁

の
い
一
川
崎
者
で
あ
る
皇
中

か
↓
つ
ね
い
政
｛
R
ーか斗
H
令
す
れ
ば
、

間
長
に
民
（
続
出
関
係
に
吐
ぼ
L
9
良
好
の
影
響

も
少
な
く
な
L
だ
λ
う
？
と
釘
待
を
表
…
叫
し
た
、

行
山
口
凶
？
”
の
ノ

iif丸
山
付
に
沿
う
形
で
白
山
さ
札
止

F

「
い
北
に
κム
者
L
た
と
き
の
印
象
そ
牧
町
j
H

円
円
十
八
恒
三
以
下
の
よ
よ
J
1
1
m
〆
二
し
い

る
r

卒
迎
振
り
山
川
地
L

一
品
川
巨
点
、

Z
ハな

υ、
表
情
明
な
ら
さ
ミ
も
感
激
の
山
情
は
一
孫
に
で
、

王
院
の
事
だ
け
じ
深
甚
な
る
が
引

勺
ナ
仙
波
炉
衆
を
見
る
に
山
内
地
人
、
本
町
人
入
り
交
内
融
和
の
宗
に
行
汁
ゃ
れ
し
っ
、
あ
る
は
好
成
や
与

、1v
t
j
こ
十
日

J
f
tヰヰ
p
l
J
k
r仁

象
を
ん
ど
え
た
奉
仕
は
綿
棋
に
命
帝
国
・
統
制

ο
れ
土
も
の
だ
っ
た
c

日
大
阪
毎
ヨ
新
聞
」

（
凶
月

N
j
r
h）

 

は、

f
A
v
d

の
た
め
に
ふ
で
阿
古

れ
た
「
パ
パ
蕃
」
五
百
泊
三
ノ
ら
＝
れ
か
ね
が
氾
童
、
一
か
、
＋
忙
位
＝
が
丸
木
九

ム
ー
も
を
た
肢
に
ム
門
H
M
h

に
到
着
L
、
戸村山心川の批

R
f目

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

：
J

：1
 

’一－
A
L
E
戸
い
訓
有
ー

社
習
一
町
に
↓
へ
っ
た
r
伝
え
と
い
る

〆
一
日
二
一
り
い
い
い
ん
こ

法
、
市
内
け
の
総
督
竹
山
坤
に
到
肴
吋
に
ポ
J
r
に
動
員

ま
fこ

さ
れ
る
児
叩
牛
叫
に
は

一
六
パ
〉
余
名
・
小
学
「
山
～
早
γ業
生
可
人
口
、

i

〉余々
h
e

公
学
児
一
一
卒
業
べ
J

ノ九
r
）（
l
L
r口一じ、

女
学
生

、A
I
－
－

／

l
i
e
 

h
J
 

J
 

コ
ハ
リ
人
川
名
で
あ
る
三
一
い
尊
が
ム
じ
わ
な
M

が
）
と
し
、
箔
仁
が
廊
に
現
わ
れ
九
一
と
き
に
一
フ
ノ
パ
の
令
区
と
と
も
に
門
氾
吹
い
わ
い
1
一、

反
河
内
一
ブ
ノ
パ
の
九
「
i
m
凶
で
万
け
は
一
明
を
す
る

T
は
1
9
で
あ
ノ
七
、
l
i

、
そ
の
夜
の

の
志
川
崎
蓄
は

'J 

れ
つ
つ
ヘ
ホ
包
↑
J
あ
る

こ
と
を
’
問
、
x
f
＝
同
月
日
刊
の
日
以
は
、
こ
の
慌
灯
行
初
で
は
、
街
し
い
か
一
軒
べ
一
一
ノ
ン
タ
二
斗
一
シ
レ
、

ぷi

ノJ

レ
ン
の
ム
同
区
て
ん
十
円
買
が
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「
丸
十
つ
け

じ
ら
l
げ
花
火
の
緑
川
手
ム
口
一
凶
に
M
M

絞

一唱すフ一
ω
手
は
ず
に
主
っ
、
い
る
＝
し
て
い
る
c

山
、
守
勢
会
＝
り
、

研究ノ

他
方
、

析
に
の
ほ
う
は
花
一
バ
ノ
十
列
に
芯
ん
る
た
め
に
ア
川
口
分
間
叫
ベ
ラ
ン
ダ
i
j
d
ら、

万
円
以
の
戸
の
た
び

L
提
汀
を
～

J

ナ
っ
品
叶
人
J

L

円
ん
ば
か
り
昨
怯
か
L
？
乞
一
見
ゆ
る
の
が
わ
斗
き
か
h
説
、
も
の
巨

「
ん
で
九
日
比
は
ま
コ
ナ
一
く
溺
愛
の
治
奇
心
開
め
て

き
ら
め
一
主
に
い
凡
ゆ
る
の
と
あ
っ
た

2
、
市
水
は
小
川
判
じ
－
地
却
は
い
凶
ス
た
（
川
汀
八
円
片
－

「
桧
し
限
一

い
か
之
汁
仁
よ
る
脚
色
行
つ

た
か
ど
う
わ
F

は
わ
カ
ら
な
U

が
、
ム
什
北
川
行
掛
川
部
が
品
川
冗
点
し
た

ー
開
汗
桜
者
心
得
一

一、ムー一、

V
4
の山誌や一日
j

口
A
J

ていり叫
h
J
H

一
見
す
る
一
」
と
、

誌
な
と
の
ム
川
巧
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と

J

？

d

レ一、

？、ー、

f
仇
を
一
屑
に
乗
せ
た
り
、

荷
物
を
担
い

R
L
R
二
気
を
つ
け

だ
ま
ま
立
っ
て
見
な
い
こ
と
、
恒
川
肯
？
一
限
っ
た
り
棺
印
刷
切
を
萌
ん
だ
り
し
な
い
マ
こ
と
、
持
凶
作
山
昇
J

常
背
を
J

川
小
に
山
さ
な
い
こ
と
な
ど
、
制
か

な
戸
意
市
下
唱
、
が
記
さ
れ
、
ま
た
悩
仁
川
在
中
は
り
合
川
に
巴
旗
掲
揚
が
命
じ
ら
れ
た

一
九
九
州
出
日
日
一
冷
却
」

j:L: 

H 

ハ
日
付
、
っ
助
長
続

制
排
除
の
祐
佳
が
岡
山
伏
に
出
て
い
る
つ

前
聞
に
い
括
支
さ
れ
ど
一
役
人
に
汚
す
る
と
立
は
ま
ど

r
o
f
ら
か
な
詰

れ
て
い
と
子
、
市
議
尽
の
内
I
J
J－f
円
は
も
っ
と
あ
庁

ら
さ
ま
で
あ
る
c

h

／
シ
マ
ス
ば
精
神
山
者
以
締

の
↓
唱
で
は
「
管
内
一
石
神
病
言
ハ
パ
子
メ
よ
ヲ
訓

r
h

ロ
ン
置
キ
、
且
ハ
ノ
地
行
啓
時
ニ
ん
け
り
一
フ

ハ
初
心
へ
川
御
山
在
市
必
要
ア
ル
ア
」
二
対
ユ
フ
ハ
検
京
一
ブ
却
ヘ
戎
ハ
川
げ
一
議
問
F

ヘ
勾
附
セ
ン
メ
市
一
日
外
qJ
俳
伺
川
七

γ
メ
ィ
人
パ
ド
ペ
片
一
一
刻
hd
回
二
r
M

C
U
、4
メ
ザ
ル
ム
汚
正
意
ス
ベ
／
と
あ
る

主
た
浮
浪
者
十
七
台
凡
な
ど
に
つ
い
よ
円
、

「
浮
抗
告
、

ん
良
少

4
、

芸、
M
l

ハ
ノ
判
危
険
卜
認
ム
ル
主
／
視
察
－

1恥
一
九
二
人
ハ
グ
，
ノ
足
了
ン
一
f
行
啓
川
右
ュ
ダ
ヲ
緋
悦
ヒ
シ
ム
パ
ー
ザ
ー
y
ズ
一
？
こ
命
じ
た
「
ま
た
犯
罪

」
ド
、
、

＼
〆
引
力

fJ

支
郁
労
的

子
汚
の
引
ハ
で
は
刊
李
登
山
叫
小
：
注
意
ヲ
長
ス
ル
苔
一
一
、
ン
一
y
行
内
川
一
一
際
、
ン
検
束
ノ
烹

γ

！
？
認
ム
ル
品
子
長
ヤ
チ
メ
調
査
一
ン
苛
i

ェ
ー
乙
ガ
実

行
三
方
円
ス
都
台
ナ
ム
ヲ
別
ス
ヘ
シ
一
と

L
C
いやる

U

こ
、
つ
し
た
討
員
統
制
い
従
わ
L

な
か
っ
た
も
の
「
は
υ
竺
豆
な
規
制
が
内
け
ら
れ
た
。

し
泌
が
川
市
一

m門
汀
九
一
円
付
）
は
ー
不
吋
い
仙
の
湖
、

事
中
に
は
い
和
く
静
穏
」
と
す
る
記
で
む
、

引
川
県
人
山
間
1

げ
運
動
家
日
ア
台
湾
｝
人
り
こ
J
J

ハ
む
い
る
と
の
噂
を

U
ー
た
じ
た
役
、

以

m
め
よ
う
に
市 グヲ
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マ

追
し
、
い
る
c

「
台
湾
議
会
開
ぷ
の
切
役
者
川
烹
人
［
品
百
円
、
叫
が
沢
殺
の
医
4

？
の
一
右

hmを
F
L
と
台
湾
議
会
同
点
知
成
川
盟
会
の
不
況
を

之
内
↓
訴
を
λ
一
内
が
ん
と
L

？
と
の
以
北
あ
る
為
約
、
主
同
は

る
苫
戒
を
じ
て

R
る
J
f
d
は
絞
与
の
怖
と
手
段
た
る
立
伝
に
過
主

ぃ一ヲドた際
μ

っ
し
部
品
凡
さ
あ
7

三
一
－
d

ト
υ

ー
火
山
似

f
，
じ
新
聞
ユ

事
実
は
以
下
の
と
お
り
だ
っ
た
ら

L
い

ム

に
工
れ
い
ば

一いいい
J
U
丹

の
J
ダ
ー
の
ひ
し
り
ヰ
清
水
は

八
じ
の
俗
’
F

丹
川
流
察
の
順
路
に
山
判
定
v
m
Jめ
る
こ
と
仁
着
目
し
て

矢
甲
山
の

ず
寸
似
を
“
沼
会
清
岬
判
事
婦
別
＋
ト
書
き
換
え
、

行
啓
の
時
刻
人
ト
請
願
｛
J

－
伝
舎
を
肉
眼
F

や
l
E
う
と
し
L

い
た
に

d
b引
M
K
J
U
ド寸え去、い山山、

υ
1
L
一f
P

P
日
制
形
作
ト
ヴ
リ
u「

抗心
h
h同
に
拘
引
さ
れ
て
者
救
の
投
入
凶
を
一
誠
治
さ
れ
た
が
応
じ
な
か
づ
た
の
む
、

看
松
を
刊
収
支
れ
た
じ

1
1〕

＝
二

F
V

古
都
新
訪
は
、
将
詞

水
が
治
常
市
ん
て
改
帰
さ
れ
た
と
報
じ
て
い
ゐ
）

し
か
し
一
、
う
し
た
需
道
が
あ
る
ん
ペ
＼
総
円
台
府
は
統
制
が
刈
っ
く
に
な
む
こ
と
、
あ
と
レ
は
そ
の
よ
う
に
見
え
る
こ

～リ？でつ
t
ノ一じん
J
J

つ

ノヤ
h
t
i
h
一
に
は
、
良
川
氏
に
「
ふ
川
J

怒
川
出
ヲ
ペ
汽
」
と
し
て
対
処
レ
、
制
！
l
a

の
院
は

日

可、い
F

人
V

声高官
λ
ハ
川
内
容
」
に
よ
り
、
十
八
十
円
守
山
す
な
と
の

成
品
ヶ
陪
牧
一
ケ
つ
を
に
も
い
よ
う
に
と
の

抗
日
仁

大
｛
一
世
の
庶
民
的
位
民
に
対
J

ヲ
る
笠
伎
は
】
｝
ば

L
ば

「A

読
司
に
と
形
守
さ
れ
た

J

か
乱
宝
ノ
に
は
、
そ
れ
は
大
コ
の
リ
町
で
の

h

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

人
の

F
診
を
意
味
す
O
わ
け
で
は
な
く
、

関
係
苔
は
席
次
に
よ
っ
て
明
維
に
序
列
ゃ
っ
け
ら
れ
f
こ
角
的
？
引
け
で
ふ
れ
が
も
う
と
も
明

確
に
去
一
小
弐
れ
た
の
は
一
本
迎
の
列
内
川
町
び
ハ
り
で
あ
る

た
と
え
ば
台
北
釈
か
ら
宿
泊
一
引
の
総
督
官
邸
ま
さ
の
辺
川
町
の
州
知
は
、
内
庁
内
を

手
迎
づ
る
人
々

J

P

守、品、

J
h
n
j
p人
仇
H

ヲ
て
二
に
は
み
ご
と
に
p

行
湾

J

杭
F

心
の
序
列
が
表
現
さ
れ
ぐ
い
心
。
序
列
は
ヘ
ハ
比
駅
か
ら
取
に
尚
守
弐
t

日了

学
校
川
王
似
の
序
列
は
高
斗
J

芋
校
e

柿
範
H
J
校
，
小
ハ
f
校
！
向
一
生
寸
久
、
f
佼
・
商
業
学

校

工

業
V7校
小

学

校

公

学

校

古

ω川
（
丁
校
な
ど
と
な
っ
て
い
る
r

内
他
人
（
小
学
校
）
レ
い
本
川
田
人

同パ寸
f

人
ー
で
必
ま
り
、
学
校
川
l

徒↑
J
れ
わ
λ
d

（
公
学
校
）

の
序
列
は
台
湾 Yν 
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引
杭
ム
山
内
実
態
ム
ケ
一
小
す
も
の
で
あ
る
c

裕
「
の
」
泊
］
一
子
治
「
単
独
刊
誌
一
「
列
！
一
V

「
尚
一
「
判
す
去
淳
一
「
仰
通
過
翠
持
一

の
四
種
類
に
分
柑
…

研究ノ

さ
れ
Y
J
1
出仙山山
T

い
誠
一
に
浴
γ
r
J
4て
じ
は

市
一
顕
宗
h
V
1

汁
作
品
川
柳
川
以
な
三
の
総
督
材
協
わ
ん
νrL川J
U

J

H

つ

同
を
は
じ
め
と
J
9
品
川
総
評
府
幹
J
U
h
γ

一
、
い
る
、
奉
告
の
行
列
f

同
絞
に
、

J
U
E
に
h
い
い
ご
も
、
主
要
人
物
か
ら
そ
灯
油
火
勢
一
ま
で
、
名
記
付
与
の
け
巾
刈
が
川
着
工
の
ド
介

に
よ
っ
て
吋
認
さ
れ
と
u

と
く
に
長
伎
の

巧
で
あ
る

J

の
対
象
昔
外
士
山
貝
が
ム
川
法
人
で
あ
る
の
は
、

そ
の
ァ
列
意
ぷ
内
市
小
笠
J
J
J
衣

行
自
門
に
々
川
し
て
叙
勲
一
一
貨
ゃ
ん
J
R
W

－
m
k
，
ー
が
持
与
ミ
れ
た
の
も
、

内
地
一
℃
の
例
に
一
点
ヘ
た
払
つ
の
だ
ろ
、
つ
じ
芋
L
J
節
婦
な
ど
へ
り
f

県
了

の
賜
7
7
が
斤

否
山
件
出
言
悦
円
、
高
齢
苫
＼
の
全

U
・
東
「
の
即
m，ぃJ
か
九
「
ヰ
川
一

J
J

二

名
、
戦
J
J
t

い兵

一
ヘ
科
が
つ

ナp

」

な
か
で
も
－

v千
を
山
間
日
↓
去
れ
た
孟

f

干
名
）
、
打
旬
以
柿
（
六
ノ
寸
一
、
表
決
二
一
色
）
、
学
苔
二
五
治
）
、
島
ム
U
上
功
労
骨
二

お
）
は
4
2
H
カ
向
山
人
だ
っ
た
、

さ
：
り
に
一
八
つ
歳
以
ヒ
の
什
法
人
ー
凸
齢
者
、

明
治

ぺ

二

九
J

f

h

’
ymに
渡
来
し
た
日
本
人
ヰ
ウ
右

に
も
日
J

味
乙
に
災
賓
が
与
、
え
つ
れ
た
〈
一

門
叶
陥
斗
寸
・
話
バ
ハ
ベ
ロ
モ
ヨ
・
天
災
の
似
山
レ
ヘ
汗
の
削
山
内
や
以
内
己
の
同
じ
J

、

の
際
に
す
で
に
そ
の
例
が
↓
冗
り
れ
る
こ
私
斗
に
よ
れ
ば
、

芋
F

d

並江川悦
vf
掃
に
勺
心
す
る
哀
れ
γ

辻、

明
治
ん
年
の
川
治
大
ふ
心
開

h
k

五
へ
じ
い
か
政
出
凶
・

や
弁
明
ハ
を
起
決
し
九
〕

長

こ

L
C迂
凶
ん
の
前
に
坂
わ
れ
る

F

一
こ
が
辺
代
引

r
川
災
火
山
一
、
閉
山
、
↓
一
前
半

hHevTd元
僕
節
射
の
表

の
ひ
と
つ
の
斗
切
で
あ
れ
、

↓
事
い
は
そ
れ
を
づ
有
不
す
ム
v
f
～
め
の
γ

中
要
な
パ
ァ
ォ

l
J
〉

λ
だ
っ
た
、
内
一
地
さ
の
投
医
者
の
選
ヰ
ー
は
府
県
だ
っ
た
h
し
い
が
、

台
は
総
霞
寸
一
司
法
4yH戸
三
ど
の
総
督
山
り
は
植
民
凶
料
J
h
L
協
り
し
た
台
化
人
を
叙
説
し
た
ハ
川
、

ム
ロ
汚
の
場

N
A
赦
や
川
干
よ

7
滞
在
中
乃
刑
の
吠
立
一

け
な
と
の
給
詩
を
J
コ
て

皇
太
！
の
川
削
に

k
る

d
T
4
巧
み
に
浅
川
し
た
U

オ
利
害
一
き
わ
め
た
内
ポ
屯
争
件
の
交
刑
汗
に
主
投
umJ

集
中
し
ど
り
は
、
政
治
的
効
県
一
Y
」
ね
ら
っ
と
拍
民
地
統
ム
N
L
リ

l
入
の

U
何
が
ス
？

L
ー
に
夫
引
さ
れ
れ
r
も
の
で
あ
る

η

と
こ
ろ
む
牧
叫
ん
五
福
い
ぶ
ム
い
の
最
終
日
の
内
円
六
日
に
、
主
と
し
て
半
島
入
子
r
メ
が
泌
う
れ

一t
丙
等
女
学
校
を
巡
相
し
て
、
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一
九
日
平
上
町
一
川
吹
が
ぶ
邦
人
P

J

V

〈
ふ
ん
わ
け
〉
い
ほ
ど
上
出
来
だ
つ
れ
f

三
成
、
践
し
、
以
卜
の
ょ
っ
に
語
っ
た

「
ご
了
引
は
ぶ
詩
人
同
一
に
あ

り
一
ヰ
寸
奈
の
さ
局
人
歓
迎
札J
り
者
外
に
抗
HAを
表
］

γー
り
品
川
γ
てム↓
r
沼
灯
台
迎
に
は
大
凡
人
も
可
担
F

へ
に
劣
lh
ず
、
戎
る
場
ん
川
じ
は

へ

ω

よ
り
以
上
に
主
任
を
凝
ら

L
出
費
ら
怯
レ
ま
さ
れ
し
が
知
〆

牧
野
が
感
心

L
た
車
中
日
…
秋
は
学
校
恥
川
L

の
人
じ
れ
げ
に
よ
る
も
丹
と

一
、
山
余
万
の
い
民
草
わ
れ

以
乃
ょ
っ
な
歌
刊
だ
う
た
っ

ら
／

E
品
川
リ
釦
f
の
山
ま
し
む
か
み
／
／

T
戟
退
う
れ
し
た
丹
し
／
い
v
wご
わ
た
、
へ
む
、
そ
の
氏
主
を
一
。

、

十
わ
れ
ら
れ
／
め

L
も
知
ら
ぬ
、
ム
「
け
に
そ
あ
ひ
ぬ
／
阿
仁

f目
。）

め
( 

み

刀、
［ 
／ 
し
々

"' 
1i11 
刀、

む
て
じワ
ヤT
j'｛；白

!- . -r 官。J f 

U 甘

えこ2

II ＇η 
iITPI ま
刀、＇
" ＇~ 

1卸 ！，＇

子
」
と
一

判
同

i
」
が
こ
の
歌
的
千
l
ワ
l
k
L
l、
あ
之
、
お
そ
ら
く
バ
災
た
ら
は

ト
川
世
系
、
ト
引
の
注

j

一
持
入
念
に
教
え
↓
れ
ま
れ

た
で
あ
ろ
ろ

d

し
か
し
円
卒
が
阜
室
を
宗
家
と
す
る
一
大
家
族
凶
家
ご
め
る
と
の
公
式
イ

7
1
口
正

l

国
依
の
上
半
設
さ
は
、
血
比
訳

村
議
が
成
寺
υ
レ九
L

い
が
民
地
い
は
説
得
々
を
も
つ
は
ず
が
な
L

へ

だ
か
ら
こ
そ
ー
一
関
附

f
」
が
民
間
さ
れ
た

裕
仁
川
訪
問
先
で
も
〉
と
も
数
が
多
か
っ
た
の

の
教
育
掛
川
関
戸
j

っデム
J

台
湾
人
の
い
円
化
の
円
以
ア
併
が
教
↑
日
に
ゐ
っ
た
か
り

で
あ
り
、
総
侃
円
一
も
そ
の
完
結
ル
一
柊

f
に
は
一
三
一
ゅ
う
、
｝
し
た
の
で
為
る
将
仁
の
山
池
田
川
は
あ
主
ム
シ
に
山
内
九
九
日
よ
：
ノ
も
訟
を
－
L

な
す
こ
と

に
カ
ー
が
あ
円
た

て宍一？辺、

の
挙
制
／
一
問
状
、
山
行
ぴ
ム
同
1
1

再
三
伐
訪
問
の

一
之
守
司
、
γ
上

、司
ι
F
F
モし

ま
ず
い
1
司
寸
前
で

前
に
一
一
坐
列
〆
て
舟
送
と
い
〕
も
の
で
、

あ
る
。
新
河
刊
迄
ド
r

め
れ
ば
、
お
一
同
夜

机
川
ね
代
で
の
滞
作
付
刊
は

ーパ一グ
h
ザ、つ

：v
l

 

所；↑早よ；＇ Y)11湾f了伴

そ
れ
を
熱
心
に
聞
い
h

と
い
、
っ
（
ム
湾
戸
い
戸
新
報
ー
一

で
は
奉
迎
歌
の
ほ
か

ー
ホ
の
h
ど
と
い
う
附
歌
も
歌
わ
れ
、

刊

に

？

l
l）

Tc 
’支

ほ
と
J

ど
足
か
什
め
る
令
指
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う

）
、
〉

ノ
ペ
カ
よ

山伊
1

庁
内
梢
お
ぶ
り
か
一
一
－
小
J
7
ど
め
に

引
受
都
市
じ
の
i
d
什
ハ
ー
と
沿
r
佐
川
問
を
宝
は
き
だ

L
C
み
よ
、
つ
n

P

一、ノミ
f
l

、斗ふ、

；
J

し

r
l

午
前
は
行
法
！
仰
社
い
手
持
千
巧
別
ム
岡
山
よ
る
総
符
出
川
訪
問

一ド正合一
J
T
A
け
め
て
時
間

台
北
苅
有
の
川
叫
す
日

二
七
円
）

r
M
z
f〆

れ
は
〕
）

な
行
儀
式
抗
慨
函
が
法
以
で
、
干
品
川
も
パ
ー
宇
品
展
覧
舵
走
市
一

j

第一一↓
J

館
ヘ

r
i
 

M

川
山
f
J
I

と
同
信
凶
号
制

,, 
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一
コ
汀
）

を
時
刈
を
か
け
て
川
つ
と
い
る
分
刻
み
の
明
出
小
川
J

始
ま
る
の
は

八
円
か
ら
一
で

八
日
一
り
訪
問
場
所
ζ

日
在
時
一
刈
は
以

研究ノ

の
と
お
り
で
あ
る
〔

、
台
北
的
範
山
一
了
山
は
お
よ
び

4
刊
日
間
小
A
L
M

へ々）分）、

♂
千
五
分

い
い
只
研
究
所

r
h

r
一
！
詩
単

l
令
部
（
昼
食
を
人
パ
め
て

れい
γ
）
、
高
等
法
山

守
問

。
分
つ
台
北
第
一
巾
、
Jr佼

山いい問

〔
」
ハ
イ

はれ
r
T
J
J
判リ山（
f

校
川
記
L
↓J

校
で
は
、

「
義
主
一

と

h
布
一
の
小
J
J
校
の
教
門
百
円
b
L
V
が、

K
F公
学
校
で
は
ー
い
布
一
の
八
山
手
佼
投
打
川
児
童
子
、
第
一
小
で
は
ホ

中
－
F

門
業

pr校
・
高
等
A
J
校
教
民
生
い
が
、

f
A
J
専
門
学
校
寸

！
同
寺
呉
川
柿
vt了
山
川
は
の
敦
民
性
従
が
そ
れ
子
れ
招
集

さ
れ
仁
い
た
c

ぺ
し
さ
る
ど
打
多
戸
、
の
款
再
（
J
L
パ
ー
徒
ロ
ノ
童
を
裕
仁
に
立
ふ
り
会
わ
せ
る
4
L
C
がに一
H

M凶

3
れ
て
い
v
p
の
で
あ
る
r

三
れ
が
こ
の

訂
作
の
毘
し
た
方
式
一
じ
あ
る

川
心
中
川
J

ほ
で
は
比
例
外
的
に
」
長
時
間
治
ー
な
し
↑
、
い
心
が
、

虫
、
れ
は
設
守
川
氏
覧
会
M
Y
阿
佐
ぎ
れ
て
p

一日時

で
の
救
出
n’t
M取
を
法
一
不
説
明
J
q
p

と
た
め
だ
っ
た

J

八
室
に
分
か
札
ヘ
い
湾
の
判
私
有
全
般
や
持
活
字
伎
の
民
活

！
L
P

不
は

生
化
H
公Z
一
の

刊
門
川
炭
一
小
乙
に
か
か
ら
な
二
い
た
〈
一
事

九
日
】
庁
（
つ
は
般
に
も
公
開
さ
れ
と
か
、

に
は
ロ
ム
子
の
手
持
院
川
代
の
学
川
品
千
戸
小

一
己
創
半
開
所
時
代
の
写
真
な
レ

F

、一A
J

、F
、

i
l
J
；
 

区

が
観

覧

、にfそ

11¥ 

丙
按
11'0 

0 

き
る
よ
へ
に
仕
掛
け
デ
な
さ
わ
て
い
た
の
で
あ
る

ム
は
い
守
口
臥
に
到
押
し
た
の
は
旦
日

大
じ
の
午
～
k

h
却
の
分
で
、
そ
の
午
絞
を
い
祁
A

は
台
い
い
与
が
の
一
一
副
…
阿
に
由
い
や
〆
、
率
一
訓
に
は
入
門

市
に
発
っ
た
「
訪
問
し
た
の
は
、
第
一
－
一
ブ
日
高
等
小
学
佼
（

r
J

汁
こ
、
台
中
h
A
屯
人
隊
－

T
八
分
三
本
道
水
原
地

－h
午
ハ
ベ
）
、
第

中
学
代

品
小
に
は
台
中
・
彰
化
品
等

K
了
校
・
台
中
市
川
の
小
子
校
と
公
学
校
の
教
口
牛
伝
児
柄
、
第

ご
七
ぬ
る
の
也
事

中
、
了
校
に
は
第
二
中
干
佼
ー
と
商
業
山
一
伐
の
絞
れ
作
従
を
勢
集
一
ご
せ
て
い
た
〈
持
制
右
節
約
し
な
ヂ
ら
、
円

J
八
f
M
r刊
一
前
し
た
川
品
川
吻
い

人
々
を
狩
り
生
め
た
様
寸
M
v
滋
え
る
だ
ろ
う
に
む
ろ
人
将
一
一
吋
聞
を
討
結
す
れ
ば
治
人
井
町
問
を
延
ば
j
こ
と
が
で
き
た
は
J

q

だ

述
の
よ
う
H

品
川
凍
一
ヘ
マ
ノ
ル
じ
移
動
し
一
＼
申
の
裕
J
1
z
γ

「
見
せ
る
、
b
p〈
ヂ
あ
，
た
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に
ιh
い
ル
ー
の
は
一
〈
j
n
n
の
p

一
役
零
時
一
分
で
、
市
立

HE
後
零
時

つ
分
以

4

の
列
苧
で
す
川
推
じ
川
内
ハ
一
ん
す
る
ま
で
札

um在

v 

ん
J」

こっ
U
千
～
似
の
訪
問
先
こ

d
f仕
日
時
昨
今
一
主
主
〉
ー
し
一
、
み
る
い
、
ム
円

R
州
庁

（
一
心
分
、
、

お
口

H
併
澄
協
所
二
八
分
）
、

尋
fM小
学
法
一
ふ
ん
灯

、
北
干
刷
二
一
パ
ゾ
ヘ
豆
、
制
範
学
は
止
ぴ
第
三
学
校
へ
一

ヘ
刀
）
と
な
る

J

制

ヘ
豆
、
第
中
学
校

笥
A7伐
に
は
同
長
子
校
の
教
員
生
従
が

情
川
範
字
校
内
徳
山
叶
に
あ
一

J

た
第
公
学
校
に
は
市
司
冬
出
円
八
ム
学
校
教
口
児
叩
が

主
λ
J
市

一
中
学
校
に
は
旅

一
中
子
校
の
教
抗
生
川
町
が
位
恨
め
り
れ
て
い
た
口

す
で
没
に
ム
門
市
神
社

r
H搭
ヲ
る
北
y
川
け
が
造
酔
作
所
宇
お
町
と
し
て

お
ら
れ
白
川
P
J
靭
を
桧
け
ば
、

訪
問
し
た
り
は
す
べ
ζ
教
4
3
機
関
で
あ
λ
d

刊
立
日
の
訪
叫
円
光
は
郊
外
の
製
橋
会
引
と
台
市
駅
近
く
の
第

伸
、
阪
で
、
ち
併
の
i
小

JM桜
も
一
直
ω
」
し
た
だ
り
だ
シ
た

日
昨
択
に
は
一
日
斗
i

絞
苓
均

八
分
に
到
正
し
と
、

？
l

〆、一♂

！｝
P

、《印

' 守ヰー

円
は
羽
川
J
r
h
h
J

同
川
東
に
／
れ
き
、
ん
1
ぬ伎に
i

両
雄
に
μへ
っ
て

か
ム
は
！
山
間
柱
yi
に
ハ
イ
キ
〉
グ

日
午
i

徒
だ
パ
円
で
あ
る
古
川
熊
什

リ
判
に
波
紋
託
島
に
先
ワ
に
の
で
、
高
雄
市
内
の
訪
山
は

！一／一一戸ハ
J

八んてパ川市

ア
れ
ん
立
、
高
雄
市
崎
（
i

ハ

が
そ
の
一
訪
問
先
行
一
っ
た

J
U
O
古
川
ト
L
f
h

学的山

M
刈
一
ト
ナ
つ
ァ
、
～
ん
i

t
l
j
i

－

－

 

】い
y
h
y

に
は

高
げ
の

寸
九
月

γ
之校の

7
L
h
b，

」

什

v

u

v

J

 

二
四
ヨ
ー
上
行
前
に
行
止
の
桁
舎
に
帰
還
し
す
人
特

i
は
、
午
佼
は
ん
↓
伺
rI74

校
迂
台
運
動
会
に
昨
同
じ
だ
（
時
間
五

干1

日
は

八
円
は

川
、
i

引
て
つ
な
ス
ケ
ン
ユ
ル
だ
円
た
o

h／

本
山
と
北
投
で
以
前
提
〕
た
徒
、
台
湾
砂
町
忙
の

で
あ
る

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

兵
第

連
隊
（
刊
ム
川
分
）
、
総
」
一
忠
一
育
4
1

冗い周

時
判
二

h
分
）
、
第

拍
手
女
学
校

子可

武
徳
山
民
（
h
h
分
）
、
治
古
川
ぺ
丸
一
女

学
校
三
一
（
い
庁
二
台
湾
体
育
協
会
u
よ
選
抜
十
ヘ
会
へ
ハ

訪
ム
u
の
品
川
め
く
く
り
が
一
回
ー
と
二
ハ
じ
の
速
に
裁
会
へ
の
臨
庶
ど
っ
ん
の
は
、
前
述
の
久
州
4
U
川
夫
書
の
渇
台
と
同
じ
で
あ
る

J

た
だ

し
こ
の
ー
と
戸
川
川
会
場
と
な
ツ
た
円
山
足
羽
場
は
ね

r
hペl

L
7
J
U

念
L
f－
新
た
に
建
設
さ
れ
た
払
つ
の
で
、
読
投
の
参
加
者
が

万
九

T
人

λ

午
、
払
ノ
散
汗
hd

万
人
余
で
、
台
計
l
心
余
人
が
桁
」
？
の
安
心
」
1
1
比
た

二レ
k

い
れ
ハ
♂
ア
ハ
V

ぉ
叶
J立
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研究ノ

れ
て
は
な
う
ぬ
」
と
泣
い
た
。

は
、
「
育
ち
は
殿
下
が
ス
ポ
ツ
マ
ン
ン
〉
7

ノ
の
伽
休
戸
寸
M
Y

ご
し
と
の
御
T

素
の
御
小
範
を
幾
久
戸
＼
士
山

「
降
の
水
戸
川
一
山
の
り
仰
の
芥
詮
ス

T
l
n
n
の

日
比
U
H料
開
問

ん
一
平
ゴ
ル
「
な
と
の
ス
ポ
｝
ソ
を
好
ふ
た
の
は
事
実
だ
が

ボ
ー
ト
ド
ピ
官
精
泊
あ
ら
せ
い
り
る
a

の
以
内
な
ら
ず

ー
い
れ
～
日
」
λ
了つ。

一
い
親
工
志
せ

ι佐川
L
i
m

能
ド
ト
k
ら
せ
Mvh
ふ

♂

〕

｛

J

c
f
〕
い
た
の
は

リH
r 

こ
の
よ
う
な
あ
カ
ら

5
ま
な
均
辞
に
、
ム
ロ
ば
人
が
？
ん
感
し
た
か
ど
う
か
は
弱
わ
し
M

U

其
初
判
が
大

3
く
あ
一
三
L
並
れ
て
R
L
る
の
を
回
付
し
て
だ
に
心
日

代
表
的
な
公
山
了
佼
で
あ
ゐ
太
平
沼

r校
ハ
午

七
凶
略
）

ヰ
吐
の

h

～川γ
は

裕

i
を円以
L
H

｝
却
設
J
L
1

つ
ぎ
の
よ
う
「
諮
っ
た

f

ら
れ
る
の
は
凸
立
の
方
の
匂
出
で
あ
っ

t
、
入
問
皇
太
？
の
湖
了
将
ご
あ
る
事
を

祉
ノ
、
同
」
じ
た
c

て
の
ベ
バ
射
の
大
：
仁
平
れ

〆J
U

ノ＼宅ナし一」

！

J

；
l
 

（
「
台
湾
日
斗
叫
が
祁
」

u
l
一
し

ド
l
ノ一

7

こ
の
叙
浅
い

E
っ
て
一
色
け
て
見
え
ご
く
る
の
は
、

芝、，，，

耐
を

t
？
レ
ま
じ
と
挑
め
て
い

ろ

ノ

別
の
桁
悶
は
、
裕
ー
の
一
読
ム
い
が
公
r
z
t九
μ
一
徒
に
片
丁
、
一
八
だ
先
制
晋
と

γ
7趣
旨
？
？
i

H
判
卜
の
子
、
ノ
な
一
一
ピ
ソ
？
下
J
V
J

円、
γ
、
て
、
ド
る
「

に
仇
一
ハ
て
け
る
c

之
は
役
写

も
ち
ろ
》
士
〕
下
、
で
も
皇
統
に
よ
る
一
点
昔
、
さ
に
づ
止
シ
A

れ
て
い
v
る

し

か

し

不
可
民
主
宮
小
川
判
品
に
よ
れ
て
H
甲
～
視
の
相
R
t
さ
を
紋
え
読
さ
れ
た
氾
旦
が
、

以
治
仁
の

本
町
民
？
？
引
克
人
に
対
す
る
最
も
民
主
公

川
町
）
敗
ト
が
じ
わ
ん
叩
を
覆
ひ
と
る
教
主
的
ー
に
遺
占
れ
た
る
貯
留
の
れ

J

を
拾
ひ

R
う
て

の
明
、
斯
の
如
九
ふ
く

F

」
ど
は
領
台
以
ヰ
ホ
曾
J

K

M

古川か
J

た
p
f
f
T
、
如
ν川に

役位十
e
i
L

かノ
f
内
口
仁
感
激

J

て
い
川
る
か
Jγ
～
拡
る
二
Y

一Jh
J

市山求一。

「
都
新
刊
－

い）
J

二
れ
法
台
湾
九
を
じ
木
村
話
の
な
か
に
包

四

刻
、
し
た
と
い
へ
よ
川
、

教
訓
岬
か
ら
た
た
き
込
ま
れ
ど
異
民
族
の
川
ぷ
を
自
分
ど

ι，の

正
心
る
c

ニ

7

J

’

の
な
か
い
取
り
込
も
、
っ
と
し
て
川
る
ム
忙
し
も

でい斗一」
L

ハふい
c

同
は
杓

i
が
組
合
し
た
け
の

U
記日一

こ
の
よ
う
な
祢
々
な
偏
差
を
も
む
な
が
ら
、
ね
仁
旦
芯
ー
の
ね
啓
が
ム
円
出
に

F
つ
し
た
人
々
に
多
く
の
印
象
を
崎
L
七
こ
と
は
百
疋

と
杏
ド

本
島
、
人
、

於人？阿川！ノケ
h
u
件、

刊
誌
知
刑
判
定
之
芋
版
与
比
八
十
二
1
愛
以
之
L
f
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（十ハ正

品
何
年
刊
や
敦
［
h
の
款
は
刊
な
訓
練
や
皇
太
一
今
一
山
川
じ

L

い
p
f
r

偽
ら
さ
る

三
リ
て
九
ア
礼
パ
7

心
ン
ト
の
い
八
民
族
の
な
か
で
裕
じ
を
け
刻
み
で
移
動
さ
ゼ

2

リ
川
口
月

当
日
州
、
だ
っ
た
ア
ム
リ
λ

し
か
し
劫
口
さ
れ
人
J

ム
れ
人
f
pつ
に
残
さ
れ
た
記
憶
は
、

九
人
口
い
木
人
た
ち
の
削
一
一
段
ぷ
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
カ
、

ー
コ
J

一

J
イー？

It
いド

裕
仁
山
一
日
U
J川
／
什
啓
は

政
F
U
川
い

hy
の
よ
う
な
効
果
を
中
ん
だ
の
だ
ろ
う
じ
こ
の
内
つ
い
亡

当
時
の

や
花
誌
な
ど
に
は
多

間
杏
」

／
＼
の
時
怨
が
掲
載
主
わ
れ
て
い
る
が

い
ず
れ
も
大
同
小
町
ハ
で
あ
る
－
れ
潟
町
市
一

は
一
点
ι
」
問
問
人
引
い
も
内
行
政
円
記
八
三
」

J

の

ご
以
下
の
よ
ス
ー
ハ
一
述
べ
て
い
ふ
一
ぶ
p

戸
市
町
一
は
う
凶

ω／
れ
啓
に
よ
り
て
一
相
川
仁
の
丘
一
義
を
休
認
し
正
話
愛
国
の
念
は
心
玉
川
目
的
に
喚
辺

mJ 

5
札
、
加
乙
も
人
々
相
戒
め
て
ぷ

U
Iの
装
を
は
い
以
て
山
主
宰
山
鴻
恩
に
末
ぜ
ん
こ
と
を
叩
J

ん
す
る
の
保
同
を
来

J

ま
じ
子
」

？川ヘ下｛円いより

一
川
平
魂
が
路
一
文
け
い
槌
附
げ
ら
れ
J
J

－
し
〕
、
そ
の
感
恕
を
川
っ
た

福
巨
い
吉

は
栢
山
漂
以
ー
で

彼
り
は
始
め
て
引
廷
の
有
却
さ
を
怒

J

た
ら
v

ド一J

戎
苔
の
如
き
は
恋
々
私
を
山
訂
以
ふ
C
U什ど、

出
Jf
芯
H
は
一
肢
を
迎
ふ
る
け
ヤ
一
ロ
マ
人
ん
T

伎
の
烈
U

さ

E
味
争
体
験
ー
し
た
の
は
殴

F
十
辺
＼
た
時
が
い
州
め
と
で
あ
っ
と
」

五
月
T
］
「
ぺ
J
）

河川！／一、
J

む
丈
一
ソ
？
の

ヂ

ム

山

J
＼
ヤ
」

y
J
ず
J

『
村
山
新
日
「

裕
「
ー
ド
世
間
畏
2
7

〈
凸
対
省
河
川
内
舟
も
司
設
な
山
治
相
心
を
も
九
〆
ご
い
る

品
市
ぺ
守
御
山
掛
川
・
ヨ
府
H
H
J
川併は

「
（
前
略

〆
一
良
心
か
ら

F

十
比
江
川
の
い
僚
に
成
っ
て
が
ん
ご
ゐ

三
は
な

所；↑早よ；・J)"1湾f了伴

陪
帆
り
γ
有

h
川
家
な
ど
は
ム
f

凶
比
こ
そ

ι怖
い
に

τ
山
町
て
い
本
人
の
お
い
仰
向
人
h
L

た
了
と
fm
つ
子
（
都
新
司

J

川
口
三
円
）
一
読
完
新
刈
t

（ム立門一

HUHい
と
は
、
一
わ
山
戸
門
小
灯
台
ホ
い
は

1

粉
泊
さ
れ
い
小
、
台
汚

い
か
と
い
う
社
刊
が
白
内
省
帥
キ
け
か
ら
山
さ
れ
と
と
祁
じ
つ
つ
も
、

こ
の
↓
同
山
口
Mr
「
邑
吋

l

斗
冗
来
の
素
質
は
思
コ
だ
よ
h

り
い
、
、

お
山
況
な
殻
下
を
迎
へ
、
キ
く
の
一
対

〆一
Y
J
J

一＼1J

J

T

λ
勺

け
社
会
r
L
託
恒
例
L

が
苔
方
一
凶
に
必
っ
て
い
る
が
、

ギ
山
町
内
ト
は
ま
え
役
人
し
な
い
引
に
山
三
＼

弐
に
好
印
象
ifql

」与
ζ

た
こ
と
い
統
治
十
の
効
果
は
い
日
訟
、
j
l

いで
J

：
う

JofFMU 

し
い
限
れ
円
で
あ
る
」
］
詰
っ
た
と

μ、スた一 〈
T

山
司
人
の
知
識
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会民
女 t~
1北統
＇~合

とは
あタ5
るよ｝来

dう

J、

ろ

こ
こ
で
、
汀

E
Jた
い
の
は

年Y
／
、
の
人
が

内
浪
人
的
ケ
な
ふ
一
ず
汗
均
一
人
も
浴
じ
の
五
前
に
よ
っ
仁

HTh
人
こ
し
と
認
知
さ
れ
た
1

〆
感
と
た
y

十
一
明

L
h
l

K
J
Y」

と
い
っ
J
l
r
山
で
ハ
れ
叫
川
口
の
九
円
立
拭

裕
ー
の
／
仁
志
は
杭

「
引
引
け
円
介
の
翌
己
E
1作
品
河
川
1
4
米
一
戸
て
丸
山
は
ら
ざ
る
火
当
日
十
円
前
方
針

「

嶋中
M
州
J

の
削
討
中
山
い
に
片
品
ム
J
L奉
る

f

梼
ハ
金
光
ぃ
貝
e

叫
訓
竹
州
知
市
児
、

ー
兆
円
ヂ
ヨ
が
税
千
年
に
一
五
り
て
治
り
さ
る

る

ね

M
r
の
ふ
芯
沢

同
十
小
川
下
京
邸
宅
ム
ピ
時
制
収
情
明
会
引

〆
MM
州
出
川
伐
・
ベ
ル
ん
州
仕
事
）

、h
iんスロ

J

〆

1jit＼

イ

川

町

出

h
u

視
同
j

の
ベ
心
て
い
れ
し
挺
r
以
の
怖
い
h
を
丈
J
hリ

ア
一
一
「

Lq他
込
長
土
誌
の
一
一
内
ん
ね
畠
陀
に
つ
い
γ

口
、
ち
〕
め
と
乃
／
片
山
明
首
公
廿
伸
一
丈
一
日
午
梢
民
地
誌
の
怜
史
的
民
間
♂
（
f
シ一／

政
計
一
J
A
京
、
一
九
ヘ
ペ
｛
ノ
い
汁
一
第
一
日
棚
、
存
山
則
前
岡
市
吉
バ
、
位
打
川
と
ヘ
ハ
持
続
，
J

一

寸

Hr波
詰

昨

江

代
1

木
内
他
民
地
4
で
↓
化

y
v
f）

を
か
♂
山

一、2
＼
乙
丸
一
川
松
山
川
h
と
／
〈
ハ
湾
に
赴
什
円
す
べ
く
と
東
口
小
ぺ
出
発
「
心
山
日
円
、
肝
1

有
川
明
日
一
分
一
抗
告

ζ
J
M
が
と
蝶
一
↑
芯

J
た
ム
引
い
ま
の
い
い
腎
C
あ

ム

h
h
Eウ
白
人
民
叩
己
主
館
ρ
一
気
は
賃
料
百

m
R
一
日
佐
一
旧
郎
日
芯

l
八日
1

八

引

汀

ι円
作
品
弐
一
企
お
以
k
ー
で
は
、
出
注
品
川
郎
日
ー
と
よ
古
川
I
J

の
引
間
は
丈
中
仁
伊
丹
H

J
州一戸一
3

（
ン
相
川
咋
主
主
一
九
一
年
東
日
ム
口
泊
三

J

啓
の
状
記
的
脈
締
｜
｜
十
八
県
制
の
慢
へ
開
山
崎
l

一
円
み
陪
氏
名
、
よ
f

札
。
そ
の

l

q
教
禿
昂
一
fhu

氾
中
古
一
伝
、
百
、
一
六
八
判
年

J

、
一
ー
λ

一
年
の
史
中
台
湾
行
巴
一
六
ド
山
引
の
提
犬
山
町
内
州
と
日
本
語
斗
早
川
地
半
志
」
（
一
一
f
m
I
建

郎

精

一
近
代
日
冷
ζ

ア
ン
ヲ
ノ
丈
化
の
父
流
ζ

竪
係
』
央
以

K
学
川
ハ
収
合
、
九
八
リ
年
）
、
一
ん
一
二
／
「
パ
ミ
呂
汁
法
行
ぺ
ハ
と
古
一
地
延
長
ム

忠
一
－
岩
波
ヰ
間
同
「
斗
代
己
木
と
梢
民
地

2

H
で
読
書

F
、
九
九
一
年
、
校
に
一
一
林
平
士
一
台
法
比
見
方
動
引
制
士
凶
袖
版
〆
一
冊
i

込
山

版
、
一
（
ハ
ハ
に
一
平
、

h

再
れ
汁

J

っ

と

前

柑

一

ル

ー

の

東

宮

ヘ

切

デ

川

白

人

い
zf
制
的
問
弐
攻
略
と
円
主
催
民
い
卯
仁
＋
抗

（5

別
掲
一
九
一
二
年
す
J
j
h
l
A行
一
恒
三
｝
一
川
地
延
長
ド
義
一
ご
湾
抗
日
迂
動
史
一
「
一
充

な
と
じ
品
る
c

ぞ
の
実
質
的
金
効
県
が
と
り
符
皮
「
あ
っ
た
か
は
ね
る
べ
く
も
な
い
が

志
川
出
が
、
ま
さ
い
一
但
同
仁
」
の
主
演
に
あ
っ
た
こ
と

zL1ソ
刑
し
ご
し
る

f

一
ノ
任
時
〕

川
を
は
じ
め
と
す
る
松
首
府
内

L

リ
l
p
m

1
4
4

声、。

ドd
ト市古川九一

i
l
t
z

－L
川

一
八
川

h
3
な
お

治
ソ
川
一
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λ

概
念
二
〉
1

て
は
、
収
h
h

主
次
郎
－
象
徴
六
三
が
や
コ
亡
米
も
へ
一
γ
R社
、
力
八
八

4
－
を
安
出

J

一G
一
原
肝
心
同
九
一
リ
H
M
化
さ
れ
J
J

六
川
主
近
代
H
た
の
行
岩
啓
へ
点
寸
ず
喜
川
丹
、
ハ
〈
）
伴
）
宵
J

ご
J

上
記
の
告
書
の
ほ
か
太
一
元
引
（
戦
い
砧
山
社
、

f
J
（
U
C
L
十
、
ー
昭
和
八
百
4

一
括
波
新
ぃ
言
、
打
、
）
一
八
年
〕
な
ど
を
芸
沼
、

（
？
山
両

h
d
視
叱
さ
れ
L

f

J

山
山
｜
｜
近
代
三
十
円
行
辛
一
時
」
八

t
ロ

（Gμ
＼
も
ち
ろ
ん
台
市
，
P
現
写
さ
れ
ナ
だ
け
で
は
な
、
v

ま
三
船
j
？17、
け
は
に
山
町
Jqω
凶
乃
に
ム
円
い
よ
ア
に
い
い
宇
尽
E
ニ
鳴
さ
れ
て
し
た
J

し
く
、

日
月
一
丘
日
刊
つ
羽
目
v
h
下
町
一
は
I
u
u
t
r
J
F
H
E
h
行
界
引
ム
川
、
浅
汁
日
活
J

川
、
松
竹
系
、
日
た
館
力
各
館
一
吹
L
て
出
品
一

ζ

な
じ
て
い
ら

一
山
一
わ
た
〆
は
一
9
で
し
拙
者
一
T
l
一
代
目
ト
ト
勺
つ
J

J

戸
ン
フ
ケ
J

と
政
、
m

－
ミ
ネ
μ
円

FJ

害
時
、
ハ
ノ
一
戸
、
千
刈
ー
の
い
く
つ
か
の
話
人

c、
こ
の
川
M
t
f
v
J
川
と
フ
い
れ
人
分
折
L
Z
L
て
い
る
い

日
」
前
倒
川
川
椛
牝
べ
一
れ
わ
け
同
泣
代
H
本
町
行
幸
政
い
」
力
一
一
口

一
日
）
三
の
可
燃
の
総
首
特
メ
告

ur
は
一
古
川
｝
人
一
十
日
持
人
一
一
μ

巷
一
戸
J

め
心
い
は
一
善
人
士
」
い
う
呼
μ
わ
い
か
叱
れ
れ
で
い
る
の
で
、
ふ
伯
で

も
こ
の
叶
私
を
史
、
つ
（
ち
く
の
幼
ヘ
ロ
人
小
山
川
九
に
は
「
パ
喜
一
も
古
ま
れ
γ

にい
λ
三、

J
4
L川
崎
台
に
ν

小
川
リ
川
訓
人
一
ル
日
大
i

人
、
「
主
主

人
と
ん
で
巷
や
ム
す

t
p川
汚
入
、
「
江
主
一
を
先
住
民
九
一
レ
一
表
記
す
る
こ
と
も
あ
る
し

〔
口
、
な
お
打
狗
1

一1
1
つ
民
会
は
、
治
人
述
す
ふ
川
出
力
制
民
主
草
の
守
に
同
推
し

y
t史
さ
れ
た
－

ヘ日

2cw
政
円
一
4

U
苦
情
｛
一
一
村
山
山
、
咋
八
ヘ
年
）
ハ
二
長
以
n

一
日
一
副
健
治
郎
伝
止
（
（
礼
一
一
千
？
刊
佐
治
却
↓
い
記
市
宴
会
一
L

刀
〈
以

へ
一
♂
戸
山
向

d
H位
同
日
－
H

一
一
八
同
九
／
以
k
l

（h
u

、

H
m
二
郎
有
志
統
治
川
悦
小
川
～
”
（
析
’
じ
朴
、

h
一
六
年
、
九
ヘ
ヨ
以
h

ムJ
h
弘
を
伴
ー
、
い
る
の
で
、
二
れ
ド
L
ど
が
ハ

L
叙
述
す
る

（
山
山
＼
な

Jω
公
γ
校
に
一
－

v
E
は
、
一
詐
f
、
」
の
九
の
ふ
凶
之
校
は
就
業
い
午
で
、
吃
の
他
は
小
呈
伐
と
川
悦
t

／
つ
だ
r

た
公
…
一
校
の
就
学
京

は
一

4

一
rr
自
の
口
出
f
r山ヴザ

τ
・
ヘ
%
、
火
フ
了
ニ
・
Jμ

八
パ

i
h

ン
、
一
一
V

均
一
一
一
ハ
ー
が
す
ル
バ
一
J

，
た
（
丈
一
汚
ん
鈴
ん
γ

件
片
山
に
よ
る

（
刊
号
、
什
湾
午
鑑
ト
一
一
人
正
一
斗
版

J

九
買
M
1
J
T
ι
寺山一

高
山
、
T
A叶松村口
I

片
山
一
汚
u
両
立
旬
一
γ

八
一
山
一

l
台
湾
総
Eκ
晶
一
寸
抗
日
書
」
（
十
し
れ
年
月
一
日
光
一
む
に
よ
イ
竺
な
ぎ
の
l
、

円
統
計
に
よ
る
と
、
総
人
ハ
は
一
九
ヒ
万
六
ヘ
ノ
九
八
九
で
、

1

市
川
地
人
一
一
八
百
人
叫
い
人
（
五
’
r
i
七
%
）
、
一
ぶ
品
人
一
－
七
だ
に
い
十
地
声
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包

の

ん
l

詐
」
ヰ
ム
パ
む
一
九
〕
」
心
九
一
二
人
（
九

入
、
へ
一
リ
目
l
L
レl
）
%
よ
め
叫
ん
叫

べ乱
J

ム一

h
u
d
料
口
川
許
議
台
第
f

官
円
台
A
M
総
E
U
W計
で
出
問
主
た
議

hv
二
凡
や
！
ハ
い
H
h
）

（
山
山
一
謝
土
一
有
木
、

vh－
人
の
雲
水

u
t
u弓
叫

m
R部
付

、

九

一

半

、

二

ー

百

円

J

リ
、
与
の
小
山
、
一
一
ヨ
J

」
の
戎

υ一
で
、
ハ
一
法
ほ
出
ー
と

古
冷
議
会
日
！
引
の
つ
剖
れ

1
ハ
ナ
一
台
沿
奇
牛
た
ん
の
直
勤
が
後
七
に
主

1
1た
と
述
べ
て
い
ら
。
ヘ
け
汚
に
内

ιと
の
差
別
治
掃
除
宍
れ

と
い
以

l
、
九
泣
の
特
祉
法

ε
z
dめ
て
独
↓
の
品
公
芸
”
は
】
t
t
lあ
こ
の
虫
え
す
れ
ご
あ

J
、
川
川
川
延
長
↓
設
の
敗
防
何
？
を
辺
［
十
に
収
つ
だ
も
の

｝
》

P

一O

J

r

4

／
 

（幻
J

山
即
時
事
目
白
門
出
の
楕
民
地
統
治
｜
｜
征
、
干
の

m
m
A
L
い
う
門
仰
の
反
川
｜
｜
｛
己
本
図
主
ロ
ヒ
ン
タ

l
、
一
心
心
阿
斗
1
）
川
寸
、

一
引
伏
流
牛
絞
れ
い
陸
行
己
（
一
二
二
百
四
川
一
日
日
新
勾
』

γ

八
正
ヘ
J
牛

円

司

九

H
J

一目）

J

打
診
読
ん
バ
設
記
号
一
一
秒
速
動
に
つ
い
ど
は
、

ν
i
払
い
忙
丘
町
川
叫
ん
い
汚
孔
円
運
訪
中
史
一
一
可
戸
田
川
市
川
鵠
一
出
会
一
巻
目

fMm
一
「
人

i

湾
ふ
た
設
問
荷
刷
hrt

一
言
法
社
会
淫
動
向
メ
』
人
一
五
凶
器
甘
ん
川
書
u
b

…
u
芋
斗
む
一
稲
（
ム
一
斗
内
部
し
mu
付
怒
詩
句
、
九
一
二
九
年

J

日

二
日
ご
い
台
湾
社
会
寸
法
則
史
」
台
湾
総
奇
出
品

Zh沿
U
T
一
一
応
部
一
編
〆
一

1
江
以
一
、
黄
目
立
雄
一
阿
凶
た
除
的
ム
ハ
湾
｜
｜
非
武
法
抗
日
史

論
（
時
特

τ化
山
版
、
一
（
／
（
J
2年
、
同
一
九
買
と
n
な
シ
寺
山
r

一
民
一
間
拘

F

円
前
社
会
苦
utz
巾
と
よ
一
川
治
詠
督
！
什
吟
『
格
γ
ヘ
ハ
互
守
山
民
一
楠

1

1

山口

へお
J

紅
一
一
時
斗
リ
同
一
市
凶
日
付
第
一
す
一
九
一
一
一
年
一
万
＼

1

ト
よ
る
と
、
「
台
芳
議
ム
立
円
以
一
前
同
一
弘
の
歌
詞
は
以
の
と
お
け
む
ち
る

l

「

世
界
平
山
川
淵
花
冗
、
欧
川
川
英
出
、
山
い
お
流
湖
、
白
山
寸
等
手
人
梓
、
竺
い
臣
民
到
、

ι一
法
推
説
、
人
組

f

吟
伺
持
、
嘆
い
M
致
、
若
、
々
、
々
、
ム
高
見

合
法
、
肴
ミ
、
々
、
出
ー
へ
比
／
一
、

H
＃
混
一
一
門
念
在
京
、
一
日
川
門
店
車
張
、
内
外
ぷ
ー
矧
ー
拡
川
山
手
悩
官
官
濯
、
い
い
岐
路
花
、
門
ん
を
お
法
、
議

合
刊
反
応
円
、
日
何
仏
、
阿
川
、
々
、
々
、
友
方
れ
子
、

r
、
々
、
ぺ
抗
川
r
h
y
p

九
／
二
、
付
事
故
郷
司
主
哉
、

γへ
快
｛
岸
再
活
良
材
、

I
U
に

血

l
持
竹
本
、
牛
川
市
教
訓
、
政
行
芯
誌
、
哲
叫
が
以
折
、
是
対
一
話
、
珂
々
、
々
、
荊
れ
州
中
J

索
、
判
、
ん
v
t
ノ
、
、
主
化
人
吋
一
な
お
こ
の
F

J

は、
f

竹
川
出
で
の
領
町
ヰ
一
村
止
さ
れ
ナ
J

）

ヘ

ml

去
お
出
が
絞
れ
一
千
葉
任

L
h
一
刊
の
こ
と
だ
が
、
ム
円
均
一
一
ポ
会
羽
成
同
盟
公
に
だ
し
て
は
、

い
が
お
二
な
オ
れ
、
円
以
一
で
火
オ
治
不
な
ド
へ
名

b
H訴
5
J
J
P
J

斤
呑
」
一
ヘ
右
目

〕
「

J
P
ハ、一
J

f

 

一、の仲下

け
バ
に
ん
山
正
必
民
法
浪
記
で
え
検
挙

1928〆.ZliI 'I. 3〕rn~ ；，戸市j 位（G3C2; 



ヘ
ン
一
三
の
」
h

p
一
つ
し
て
は
牧
弔
問
掲
－
象
徴
六
三
が
や
コ
亡
米
る
キ
ノ
会
川
町
、

一
犯
一
丸
山
瓦
男
一
お
守
J

壬
高
の
占
叫
b
f
J
t

珪

九

日

－
F一
日
明
快
ん
」
岩
波
書
山
、

べ

U
J

ム一
h
h
h
d
料
口
川
市

J
A口
汚
汁
誌
｛
緑
佳
子
4
1
F
V
t

↓
刀
九
レ
）
に
よ
る

（1
U

～
波
多
郡
パ
泣
桂
三
、
がh
a
幅
引
従
武
弓
長
会
戸
、
広
次
い
ゲ
阿
副
判
M
H

パ
世
阿
古
（
伯
作
一
宏
一
、
一
り
け
り
F
T）

（
苅
＼
い
L

一
色
一
一
六
ド
、

（

お

ハ

パ

ト

μ

ノ
Y
ス
（
一
品
川
裕
計
修
一
日
和
平
、
内
つ
↑
｝
｛
講
談
社
、

ccτ
年

）

一

七

T

川
J
川町

1
枠
外
出
所
逝
H

－J
U

－
yhI内
へ

urh市
山
務
河
川
、
九
一
一
一
牛
、
ヘ
ヘ
ベ
、
は
／
て
れ
を
以
ト
ー
の
よ
う
に
叙
山
内
し
し
ツ
刊
」
「
ご
の
川
、

刊
書
殺
は
肢
の
響
ミ
迂
れ
る
切
戸
ヘ
r－削、
A

が
如
ぐ
～
閉
山
出
し
、
そ
の
読
み
絞
り
い
一
和
J
ゃ
一
点
的
手
し
て
、
↑
）
h
U

ッ
令
に
心
何
件
辞
J

丸紅、

刊
に
敦
宵
せ
か
J

一
生
ま
れ
る
口
ぶ
人
以
此
パ
）
自
～
河
川
｛
市
内
科
成
功
l
凡
L
一
＼
肖
（
に
出
獄
d

u
高
会
活
ら
ど
一

4
1

一
一
三
ご
h

u

百
日
茂
日
和
し

（
）
住
に
よ
れ
ば
、

k
月
九
日
町
ハ
ノ
キ
ン
カ
ム
舌
鼓
亡
の
同

l

ン

1
J

ジ
l
日
一
の
散
迎
己
で
も
、
必
z
円
前
一
説
は
玉
川

M
m
r、
た
る
も
の

ご
1

河
感
激
ピ
ヰ
え
な
か
コ
え
一

L

い
う
へ
波
与
野
勝

t
硲

1
呈『
A
r
J
－
ー
は
バ
仏
外
進
引
一
草
川
品
目
、
刀
ー
も
一
八
u
h

、
八
九
百
一
r

〔
刊
刈
、
制
阿
佐
健
治
郎
「
リ
A
P
N
t
u
一
れ
ま
お
こ
の
し
一
主
仏
”
ヘ
附
粧
を
は
、
持
阪

U
に
関
わ
ト
む
つ
こ
と
士
〈
柄
、
わ
っ
た
青
山
貝
配
合
守
司
令
い

L
hち

ま
た
洛
J

の
ム
治
行
啓
一

L
J
f
J
、
円
巾
鉱
山
引
い
入
会
社
が
丸
一
年
二
主
見
山
に
官
、
宵
館
寺
門
店
設
工
J
が
、
裕
仁
は
士
山
瓜
山
行
啓

ζ
F

12一
コ
九
ん
の
ご
使
わ
れ
公
か
っ
J
J
J

へ
斗
瓜
y
刊
の
建
物
は
瓜
介
、
札
什
「
太
J

目
指

l

〆
「
ぷ
、
夜
む
い
れ
円
以
さ
れ
ど
い

5勺

へm
m
J

九

一

九

年

月

ー

の

独

立

H
一
口
ワ
江
主
以
来
、
は
鮮
の
独
守
主
恥
は

1

明
鮮
へ
十
十
に
山
が
け
！

H

木
の
J
A
斗
一
工
リ

1
＼
だ
よ
J
の
刊

C
は

明
鮮
続
仏
い
の
小
大
敗
が
間
出
視
さ
れ
一
L

い
れ
J

九

一

一

年

月

t
司
川
に
旅
立

J
L裕
1
L与
ー
と
J
の
じ
は
み
U
浪
、
シ
〆
ガ
ポ
凡
な
と
戸

f

h
J
書
〉
た
が
、
初
it…討
帽
、
比
一
川
の
ブ
ロ
を
さ
戒
し
て
担
力
i
L吋↓
4
m用品け
ι一
的
蚕
し
ず
一
方
小
良
竹
山
次

E
fへ
訂
正
ウ
ヌ
mv
円
記
に
よ
れ
ば
、
ゴ
口
二
、

ず
松
一
め
と
安
村
1

一
ょ
が
卜
の
刈
l
w
t
を
お
こ
b
7
P

っ
た
こ
い
う
（
品
川
町
品
一
侍
従
此
や
民
主
白
川
武
v
q
u
H
J引

川

思

議
k

氏

叫

吾

、

尚

一

〕

ヘ
山
山
〕
一
荒
芳
他
－

J4HH川
帯
一
心
持
「
唱
太

f
仙

川

悦

れ

J
1
2

川
i
I
A以
卜
を
安
田
町

（
日
戸
胸
皇
な
了
殿
内
海
外
仰
泌
迩
7

誌
F

Y

ヘゴ九）

J7tつ
〕
の
時
的
問

f
は
、
八
限
川
口
封
開
付
編
纂
阜
太
一
J
殿
、

見
L

め
一
ψ

丸
山
一
大
阪
」
一

H
苅
出
凶
行
、
九
年
、
～
ょ
っ
ご
鋭
、
1

二
C
ム
？
と
さ
る

一
位
）
肉
符
ハ
心
構
成
な
メ
一

h

一
ツ
い
と
は
、
？
？
］
A
」川
J
市
内
十
八
一

ι
一

ヰ

1
d及
六
リ
号
、

I
L
C
I
L

九
九

LEi）
か
：
昌
一
八
円川

円
八

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

官
Y
が八
4
y
柑

ム
ハ
治

H
口訂がほ 出

川
版
以
記
念
M
J豆一

3
川
け
一

I
T

阪人；L吊JG2 (S 'lrJ'(' I !lC9 2υ：：；， 3 J 



円
」
に
よ
る
う
午
、
ム
h

k

で
は
さ
h

h

最
後
民
に
事
前
早
か
日
刊
v

こ
主
郡
引

（パ二

一円l〕
J
L
f」
っ
た

科
奈
川
太
子
非

τ
r川
町
～
ん
み
ン
タ
ー
の

海
外
十
社
一
跡
地
一

い
ず
一
寸
ゐ
テ
タ
べ
ス
に
帰
載
さ
れ
ぐ
い
ノ
キ
？
も
の
に
一
－
一
る

研究ノ

（日～

pn湾
総
吉
川
ド
ー
台
湾
訟
を
附
宇
治
l
M

川
和
刊
需
要
』
（
十
八
止
凶
年
二

F
j
f
J
h
h

（バ
J

＼

い
L

一
百
円
七
ド
、
。
述
慨
が

γ
f
ル
友
一
不
な
の
は
本
国
以
が
使
わ
れ

fLγ
／
め
げ
れ
～
フ
三
ノ

（
出
話
料
山
川
事
務
局
の
刊
汗
雪
に
ー
ー
か
九
ば
川
氏
一
出
沿
線
で
は
一
勾
削
後
ヨ
7
H宝
石

γ
伴
ル
粍
出
一
一
日
山
一
r

f
坤

J
P

人
ハ
一
一
二
仇
ノ
出
公
司
配

前
九
明
、
判
中
凶
、
除
主
川
人
打
、
前
波
及
一
組
路
料
出
、
J

つ
人
ハ
民
家
一
工
法
王
ン
タ
ル
均
所
二
巡
守
一
村
利
之
一
配
置
一
一
、
杭
マ
点
下
、
あ
た
勺
た

（ム口出）総山内宮戸
J

h

川
目
白
門
出
♂
ぞ
れ
J

府
事
務
点
J

品川
rL十、」
L
ヘ
ド
仁
凹
午
口
、
古
じ
四
角
J

）～

二
U

H
宇
鉄
道
問
、
行
胎
凶
版
編
集
郎
副
一
満
州
朝
鮮
J

促
机
川
町
川
山
中
氏
ー
へ
叶
澗
社
、
。
一
〉
九

l
一
に
一
六
湾
出
ん
止
F
J
M表
（
戸
川
町

44

一

午

片

党
わ
一
古
川
帆
め

b
九
ぐ
い
る

f

日
一
ケ
ー
ル
ペ
れ
い
主
J
J
L
悦
中
時
JL
化
J
｝
た
ワ
ラ
J

人一
m
刊
行
〈
円
以
辿
が
あ
り
、
？
れ
に
敬
意
を
討
す
J
と
め
ど
っ
た
レ
シ
、
：
れ
一
、
い
る

｛
「
京
宮
肢
の
ム
ー
は
む
ヰ
、
司
台
湾
町
制
一

k
正
一
店
五
戸
ョ
泣
六
ト
ー
一
号
、
わ
よ
し
此
ト
チ
匂
怖
い
下
発
ノ
イ
「
東
一
円
殿
ト
ノ
ド
寺
実
白
布
一
ア
ぃ
奨
励
金
！

j
u
一
ニ
牛
、
七

h
iド
ー
な
ど
さ
昨
ー
し
か
し
こ
ご
に
一
い
レ
小
平
の
ま
塞
い
ム
J
J一
円
が
あ
コ
た
こ
と
を
呼
福
1
q

ご
3
カ
も
し
れ
な
い
｝

ヘ叩

T
は
よ
官
接
一
〉
門
J

｛同

σ
成
山
h
k
H
一、

r
、一づ一九

f

H
）
↓
ド
ハ

一
町
一
川
村
野
山
川
間
九
日
記
（
中
叫
八
八
f
A
p
h
社
九
九
（
〉
立

J

七

I
R

へ日
J

ム
口
氏
吟
叫
↓
L

山
市
台
湾
総
苦
情
事
花
氏
梢
川
笠
宮
一
（
大
土
凶
作
二
一
月
＼
川

l
t一江

（目立、

μ
よ
れ
白
石
川
仁
ヘ
貝

（
刊
と
い
上
百
五
八
山
口

（
引
い
判
上

tf打ーヘ
υ
H
H

二
ど
荒
木
熊
川
県
ョ
主
計
殿
卜
F

’J

コ
ド
士
、
記
洲
一
一

（一め

f

竹
川
出
芹
沿
い
L

お
け
れ
一
祥
泊
及
事
朴
の
光
栄
者
」
の
覧
支
は
、
ァ
｛
口
出
ド
阿
部
ド

ヘ
一
九
多
不
品
川
二
に
ド
の
日
指
示
」
ヘ
川
町
波
新
門
、

h
八
一
八
汗
」
一
己
一
山
口

一
日
）
二
心
行
4

に
つ
い
一
仁
川
い
い
伯
楕
一
近
代
正
体
論
の
克
μ

品目
λ

政
治
宝
船
γ

の

ー
有

L
一け

エ
ヘ
ア
一
介
f
i
均
一
月
止
ハ
ト
d

号
）
八
一
吉
川
口
寄
店
内

判
面

い
政
治
い
ぷ
u
研
バ
ん
n

誌
へ
口
ワ

ヘノ

C
八
年

193υ 〆.ZliI 'I. 3〕rn~ ；，戸市j 位（G3C1; 

を
キ



町1
一
日
一
行
バ
総
皆
川
川
一
r一
一
］
汚
総
甘
壮
子
治
以
い
相
対
要
』

べ

m
J
j
E
M吋
牧
野
い
胤
H

記

じ

九

／

（
山
一
三
什
在
r
Mレ
諜

”

｛

／

日

仏

【

τ川戸
d
M
仇
六
月
け
ど

（山＼

ξ
の
日
目
細
は
〕
川
こ
ヰ
一

H

C
ハ
江
川
、
を
tv山

（
川
町
川
上
h
f
t

一
山
一
荒
木
博
前
伊
一
京
｛
什
投
卜
ノ
h
Jコ£一
1

一
二
一
口

（出
J

以
！
の
一
V
店
は
荒
木
管
μ
掲
舎
の
九
六
山
口

M
fに
持

K
F
一
れ
た
「
イ
う
を
川
支
得
る
に
於
一
、
涼
ケ
山
の
感
知
お
よ
び

法
吋
J

て
L

を
ク
ク
照

＼士、

ι
刈／「一

一

ハ
HJ長
ψ
山
山

ド斗

所；↑早よ；＇Y)"l湾f了伴

山
川
町
民
：
の
後
や

阪人；L吊JG2(S'lrJ引 I!131 2υ：：；， 3 J 


